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る͑ߟ෺給水システムΛݐ

ݴ಄ר

तڭஙֶՊݐ෦ֶ޻େֶཧ࣏໌
ฤूҕһձҕһ௕ࢽؔػ�ஂࡒڵज़ৼٕࣄ޻水څ（ࡒެ）

ॿګ　্ࡔ

ฤू委員会の委員長をഈ໋ࢽ年度から機関ࠓ　
し、ब任に当たってר಄ݴをࣥචすることにな
りました。この機会に、水道水を࢖うଆから、
࡯ߟ෺の給水システムの方式・特性についてݐ
してみます。
　ありがたいことに、わが国の水道ී及཰は
97�9ˋ（平成 2� 年）であり、安全 ŋӴ生 ŋྑ質
な水をどのݐ෺でも࢖うことができます。ݐ෺
給水システムの方式は直݁方式と受水૧方式に
େ別されます。低層ݐ෺にはかつては水道直݁
方式とݺ͹れていた直݁直ѹ方式が、த高層ݐ
෺には受水૧方式のポンプ直ૹ方式、高置水૧
方式、ѹྗ水૧方式などが採用されていました。
受水૧容量が 10ὗ௒は؆қઐ用水道、それ以下
はখ規模ஷ水૧水道として扱われ、ਗ਼૟を含む
Ӵ生管理はݐ෺ଆの੹任において実施されてい
ます。؆қઐ用水道には法的Ӵ生管理ٛ務があ
りますが、খ規模ஷ水૧水道は条例により対৅
容量にࠩ異があり、ۃখ規模ஷ水૧のӴ生管理
には行政の目は全くಧいていまͤΜでした。ݐ
ங෺Ӵ生法ではԆべ面ੵが 3,000ᶷ以上の特定用
్のݐ෺は特定ݐங෺としてஷ水૧のӴ生管理
がపఈされていますが、それよりখ規模のݐ෺
やڞ同ॅ୐は対৅֎です。
　ஷ水૧は、ॠ時給水ෛՙのカόーはもとより
อ有水の確อというར点がありますݾ෺の自ݐ
が、水の଺留により水質がྼ化しますので、ਗ਼
૟を含むӴ生管理がඞਢとなります。しかし法
的ࠜڌがなく、行政の目がಧきにくいখ規模ஷ
水૧水道のӴ生管理はඞずしもపఈされてはい
まͤΜでした。このような状況の改ળ策として、
直݁増ѹ方式が平成 7年͝Ζから認可されるよ
うになりました。ஷ水૧のスϖースとӴ生管理
の省ུとともに省電性が݌఻され、ۙ年、ී及
がਐΜでいます。
　この省電性はे分な検౼がなされないまま޿
まっています。直݁増ѹ方式は配水管の水ѹを
用できるのは有རです。給水ෛՙは断ଓ的に׆

発生しているগྲྀ量の合計時間が長いのが特௃
です。গྲྀ量であっても、給水ポンプは༲程を
確อした上でのӡసであるため、૬当のফ費電
ྗとなります。ফ費電ྗは基本的にはӡస時間
の長さにൺ例しますので、直݁増ѹ方式やポン
プ直ૹ方式は高置水૧方式にൺべて省電性はྼ
ることになります。খ容量の高置水૧を用いた
給水システムが省電性に優れているという報ࠂ
もされています。
　給水ث具で最も໽հなのが 100 Ｌ � 分以上の
ଟྲྀ量のେศثચড়หですが、最ۙはその 1�5
のタンクચড়หが開発されています。また、給
水ෛՙࢉ定法として定ܕ的なෛՙ୯Ґ法は過େ
ෛՙになることが指ఠされ、実ଶにଈしたその
修正と新しい動的ෛՙ୯Ґ法が提案されていま
す。それらの組み合わͤにより、給水ポンプ容
量の決定法がドラスチοクにมわっていくとࢥ
います。
　直݁増ѹ方式ではྲྀٯ๷ࢭがඞਢであり、ٯ
ྲྀ๷ࢭ装置が設置されます。ྲྀٯ๷ࢭ装置のେ
きなѹྗଛࣦは、給水システムとして׆用でき
る配水ѹを減গさͤることになります。ѹྗଛ
ࣦのগないྲྀٯ๷ࢭ装置の開発が給水システム
ଆで望まれています。
　自ݾอ有水が具උできなかった直݁方式にお
いても、ྲྀ動อ有水が確อできる給水ஷ留౵を
設けることができます。
を含めたӴ生管理を前提としたࢭ๷ྲྀٯ　
上で、省エωにܨがる給水ポンプの省電性、
#$1ŋ-$1 に関わる自ݾอ有水の確อなどに配
ྀした給水方式を改めてߟえ直す時期にあると
。えますݴ
ʲஶ者ུྺʳ
ॿ（αΧ΢Τ　Ωϣ΢εέ）ګ　上ࡔ
　ত和 49 年明࣏େ学工学部ݐங学Պଔ業、ত和 55 年同େ
学େ学院工学研ڀՊݐங学ઐ߈ത࢜課程修了ならびに同େ
学工学部ઐ任講師、平成２年同େ学理工学部ॿڭत、平成
̔年明࣏େ学理工学部ڭत、現在にࢸる。

る͑ߟ෺給水システムΛݐ
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平໺　ߞҰ࿠
੝Ԭ্ࢢԼ水ಓہ　্Լ水ಓۀࣄ担౰ಛผࢀ༩

ུྺ
ত࿨��年　　੝Ԭࢢ水ಓ෦࠾用
ฏ੒��年　　੝Ԭ্ࢢԼ水ಓ෦௕
ฏ੒��年　　੝Ԭ্ࢢԼ水ಓۀࣄ管ཧ者
ฏ੒��年　　現৬

　令和元年5月にຬ開をܴえたࡩの名所のͻとつ
が、わが੝Ԭ水道૑設の地であるถ内ড়水場であ
る。౦๺のਓ気おՖ見スポοτランΩングにもラ
ンクインされࢢ民のܜいの場となっている。最ۙ
は٬֎ݝもଟい。
　ถ内ড়水場は、ত和9年12月に通水を開始した。
年でࠓ �5年目をܴえる。૑設を記೦して২࠿さ
れた 9本の「ീॏࢬߚਨれ൴ࡩ؛」がथྸをॏͶ
てେ໦となり、たくさΜのᎡるࢬにはখͿりの可
࿁なՖが࡙きތる。それを取りרくように後୅に
২࠿されたࡩやՖ౧がいっͤいに࡙きތり、पғ
のࢁ々の新྘が一層その՚やかさを際立たͤて
いる。その前面には؇଎Ζ過஑３஑がຬ々と水を
୷え、Ώるやかにྲྀれる෩に೾立つ水面にࢄった
Ֆびらが༳れている。手前ຯ઻になるが෩情その
ものである。
　さて、20ੈلはੴ༉のੈل21ੈ、لは水のੈ
ともいわれている。化ੴ೩料をେ量ফ費したل
ܹ動の がେきくม化ڥ؀ٿがऴわり、地ل20ੈ
しԹஆ化がもたらした気ީのม化がେきなࡂい
となって 。に生きるわれわれをऻっているل21ੈ
また、同時に水のେ量ফ費と水質Ԛછのਐ行が、
ੈք的に見れ͹ҿ用に適する水の確อを೉しく
している。これからの時୅の要੥は、ڥ؀にෛՙ
をかけないこと。水道もこのことをڧく意ࣝして
ਐめなくてはならない。
　わが国の水道は、エωルΪーをはじめ、すべて
のものが๡しい。その൓面、手付かずの自વがあ
る国౔がඒしい時୅に૑設されている。その後、
େઓにഊれ、平和国Ոとなったわが国は、経ࡁ発
లをࢤ向し、国民のたΏま͵努ྗにより、一時は
経ࡁେ国としてアメリカに次͙(%1を手にした。
౎ࢢはେきく発లし、ਓ࢈・ޱ業がूੵした。水
道は、それをࢧえる基൫施設として֦ு事業の連
ଓで対応してきた。現在はۂりなりにもその目的

はୡ成されている。
　しかし、平成の൒͹にわが国は分水ྮをӽえ、
さま͟まな課題が明らかになった。これからの水
道をܨげていくためにはどのようなల開が求め
られるのか。
　ちなみにࢲは次のようにߟえている。Ωーϫー
ドは、「ώτとڥ؀、そしてお財෍にもやさしい
水ͮくり」とした。具体的には①安全でおいしい
水質の確อ②高い耐震性③施設、管࿏の長ण໋化
ᶆτータルコスτ（イニシϟル、更新コスτ及び
ランニングコスτ）の低減ᶇ効཰的なエωルΪー
の࢖用ᶈ維持管理しやすい水道システムの構
ஙʕʕ。これらをຬたすためには、ԣ඿から始ま
り、ઓ前までଓいた自વྲྀ下と؇଎Ζ過の組み合
わͤを基本としたシステムが੝Ԭの地੎には最
適とࢥっている。さらに、これに新たな知見に基
ͮき改ྑを加えた「ϩーテクシステム」での更新
をਐめるߟえである。
　かつて、੝Ԭࢢ水道の૑設事業はங৓以来のେ
事業とݴわれた。実質２年という期間で、取水ԃ
అ、௜࠭஑、導水管、ී通௜ఽ஑、؇଎Ζ過஑、
出水Ҫ、ૹ水管、配水஑、100LNに及Ϳ配水管໢、
給水装置という๲େな施設܈を造り上げた。それ
もほとΜどがਓྗによってである。そして、その
ଟくの施設がいまだ現役であり、ྸ�5ࡀである。
　事業の基本は、「ώτ、Ϟϊ、カω」とݴわれ
る。この૑設事業は、ߟえれ͹ߟえるほど、「ώτ」
の可能性をײじさͤる。ࢲは「Թ故知新」という
う。「;るきをたずͶ、あたらしき࢖༿をよくݴ
を知る」。このݴ༿に、૑設事業に携わったઌୡ
のጪかれたようなײ໋࢖と技術のਂԞをײじ、次
୅につなげることがେ切だとࢥっている。࡙きތ
るࡩの໦の下で、ࠓ一度、水道のՌたす役割と水
道ਓとしての໋࢖を৺にࠁみ、これからの令和の
年に౿み出したいとࢥった。100年ઌを見ਾえて。
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����೥౦ژΦϦϯϐοΫ࣌の水ࣄ৘

水୩　ॏ෉
水 JOH ձࣾシχΞΞυόΠβーࣜג

ུྺ
ত࿨��年　　ࡾඛ঎ࣜגࣄձࣾ入ࣾ�
ฏ੒��年　　ࣜגձࣾδϟパン΢Υーλー୅දऔక໾ࣾ௕�
ฏ੒��年　　ӣݪエンδχΞϦングαーϏスࣜגձࣾ୅දऔక໾෭ࣾ௕�
ฏ੒��年　　水 JOH �ձࣾ୅දऔక໾ࣾ௕ࣜג
ฏ੒��年　　現৬

　当社の前਎であるӣ原インϑΟルコ᷂の社長
を 1990（平成 2）年から 4年間務めた成޺ئさΜ
は、େ学・学部のઌഐ、加えて同じラΨーϚンで
もあり、社会ਓになってから種々܆ಃを受けた。
特に水 JOH ᷂の社長になってからは、60年以上
前に行われたถ国インϑΟルコ社との合ห設立
時のൿ࿩や、1964（ত和 39）年の౦ژΦリンϐο
ク時に経験された水ෆ଍対策のۤ労࿩など、وॏ
な࢙実説明や経験ஊはڧく৺に࢒り、ֻけସえの
ないࢲの財࢈となった。
　そのதでも൒ੈل前の౦ྠޒژ開催に向けて、
成ئさΜがӣ原の技術੹任者として౎水道局の
特別組৫「རࠜ઒水ݐܥ設本部」と、日立製作所
のօさΜが取り組まれた「ேբʵ౦ଜࢁ原水ૹ水
計ը」のエϐιードはڧく৺に࢒った。
　1963（ত和 3�）年の౦ژは、ཌ年のྠޒ開催
を߇え、୅々໦とۨ୔のڝ技場・ट౎高଎道࿏・
౦ւ道新װ線など、ݐ設工事がラスτスパーτで
あったが、一൪の໰題は水ෆ଍であった。当時の
౦ژ水道は、ଟຎ઒水ܥの౦ଜࢁড়水場とརࠜ઒
水ܥのۚொড়水場から給水していたが、ਓޱが
1,000 ສਓを௒え、電気ચ୕機のී及とՈఉでの
お෩࿊が一ൠ的となり始め、水ध要がେ෯に増え
たことでՆ場の水ෆ଍がຫ性化していた。
　特に౦ଜࢁড়水場の原水はׇރしがちで、ਆಸ
઒ݝの૬模ダムからも分水していたが、それでも
Ն場は原水ෆ଍でϑルՔ働できなかった。また、
新たにݐ設༧定だったேբড়水場の׬成が間に
合わないことから、原水をேբড়水場で取水して
౦ଜࢁড়水場に導水する計ըが立案された。この
事業は、஑ా内ֳのՏ໺一࿠ྠޒ୲当େਉ（Տ໺
༸平ࢯの෕、Տ໺ଠ࿠ࢯの૆෕）の認可を得て、
前年から着工、開催年の�月に׬成༧定であった。
　しかし、1964（ত和 39）年の౦ژの水道事情
は最ѱで、6月末からۭകӍで連日のように「こ
の水事情でΦリンϐοクは開催できるのか」と報
道され、਱に�月 6日には、౎内にୈ 4次給水制
限（一日 15時間断水）が発動される事ଶとなり、
日தはほとΜど断水状ଶであった。

　ૹ水工事は、原水ポンプとதܧポンプ場のݐ設、
ܘޱ 2,200ᶱૹ水管の෍設、管࿏ຒ設上部の道࿏
࢒。成していた׬設を含め、全て７月த०にはݐ
る໰題は、当時まだੈքでも前例がないૹ水量
132ສὗ／日というେ量かつ 17LNに及Ϳ長ڑ཭
の水ポンプ༌ૹの通水テスτを೗Կに成ޭさͤ
るかであった。
　設計ஈ֊では、ポンプシステムの過౉現৅に関
するさま͟まな解ੳを行い、ϫン΢Σイサーδタ
ンクを５カ所に設置するシステム計ըを立案し
て౎水道局に提案した࿩や、通水テスτ前に2日
間かけて、全長 17ᶳの水道管࿏内を 2ԟ෮าい
てҨ෺検ࠪを行い、管࿏内から置๨れの工具ശや
༹接๮、খܕのఐࢠなどを発見して、通水時の事
故をະવに๷いだۤ労࿩は、正に日本のେܕポン
プシステムのୈ一ਓ者とݴわれた成ئさΜの「プ
ϩδΣクτ9」の実況์ૹ൛であった。
　そして、通水テスτが׬了し、9月に入りঃ々
に౦ژの給水制限は解আされていったが、このૹ
水プϩδΣクτが׬成しないとΦリンϐοクの
開催がةͿまれていたことから、�月に入るとՏ
໺େਉはຖே、新࠲ொのதܧポンプ場のݐ設現場
に࡯ࢹに๚れ、それは開会式当日までଓいたそう
だ。成ئさΜはຖ日、それに立ち会って状況説明
をした。
　前日までのେӍがӕのように上がり、ळ੖れと
なった10月 10日のேも、Տ໺େਉはேの �時に
は背޿に長࢟ۺでポンプのՔ働状況を࡯ࢹに来
て、「うまくնっているな、ۤ͝労さΜ、ۤ͝労
さΜ」とݴって現場をڈっていったが、その本ਓ
が開会式のテレビதܧで国立ڝ技場の਽ஃに立
ち、日本選手団に手をৼる࢟を見た時は、ࢥわず
目಄が೤くなったという。成ئさΜの࿩は正に「ਓ
にྺ࢙あり」であった。
　その成ئさΜがࡢ年 10月にఱणを全うされ、
もうお࿩を࢕うことができなくなってしまった。
生前の͝指導に৺からँײし、ۘΜで້͝෱をお
。りしたいف
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Ԭࢢࢁ水ಓہຊہ৽ிࣷݐઃについて　　
ʙੈ࣍୅΁つͳ͕る҆৺ͱ৴པのڌ఺ͮ͘Γʙ

1ɽ৽ிࣷݐઃͷඞཁੑ

　Ԭࢢࢁ水道局のچிࣷは、ত和 3�年に鉄ےコ
ンクリーτ造地下 1֊地上 の本ؗおよびݐ֊4
地上 ஙしてからݐの別ؗをݐ֊2 50年༨り経過
していた。ݐ෺全体の࿝ٺ化に加え、電気設උ、
ۭௐ設උ等も࿝ٺ化がݦஶに見られるように
なった。
　また、耐震਍断を行ったとこΖ、現行のݐங
基準法で想定しているେ地震が発生した場合、
૬当なඃ֐が生じるという݁Ռとなり、耐震性
能の確อが೉しいことが判明した。
　そこで、耐震改修の費用対効Ռ、๷ࡂ対策の
ඞ要性などを૯合的に判断して、新ிࣷのݐ設
がඞ要であるとの݁࿦にࢸり、新ிࣷݐ設事業
をਐめることになった。

̎ɽ৽ிࣷݐઃͷܦա

　平成 25年 4月に新ிࣷݐ設検౼委員会を設置
して、新ிࣷの基本設計の内容、ϑϩアの配置、
設උの内容など具体的な検౼を行うとともに、
新ிࣷݐ設基本構想策定部会を設置し、基本構
想を策定した。この基本構想に基ͮき同年 12月
から基本設計・実施設計をਐめてきた。
　平成 26年度からݐ設に着手。まず新ிࣷݐ設
༧定地である別ؗの解体工事を実施した。平成
27 年 6月からᶗ期工事として新ிࣷのݐ設、ᶘ
期工事としてچிࣷの解体およびறं場੔උを
実施した。ᶗ期工事は平成 2� 年 11 月に、ᶘ期
工事は平成 29年 �月にॡ工して全体工事が׬了
した。

̏ɽ৽ிࣷͷ֓ཁ

設に当たっては、「次ੈ୅へつながる安৺と৴ݐ　
པのڌ点ͮくり」を基本理೦とし、３つの基本方
਑に基ͮき計ըされた。ৄࡉは以下の通りである。

˒基本方਑˒
ਟで৴པ性の高いிࣷڧ（１）
できるிࣷش時にも機能を発֐ࡂ①　
　②૯合的なηΩϡリテΟーシステムの確อ

に配ྀした持ଓ可能なிࣷڥ؀（２）
用し׆ෛՙの低減と自વエωルΪーをڥ�؀①　
たிࣷ

　②�ক来のม化に対応できるϑレΩシビリテΟ
の高いࣥ務ۭ間

（３）お٬さまのຬ଍に応える開かれたிࣷ
　①�Ϣニόーサルσβインの採用によるར用し
やすいிࣷ

　②྘を࢖った修景やＰ̧機能をඋえたிࣷ

৽ிࣷのશܠ

Ԭࢢࢁ水ಓہຊہ৽ிࣷݐઃについて　　
ʙੈ࣍୅΁つͳ͕る҆৺ͱ৴པのڌ఺ͮ͘Γʙ

岡ࢁ市水道局　഑水部　ࢪઃ੔උ課௕
ੴҪ　ࢸ߃
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˒施設֓要˒
　・ෑ地面ੵ　2934�11ᶷ
ங面ੵ　11�2�65ᶷݐ・　
　・Ԇচ面ੵ　6347�41ᶷ
　・構造規模　鉄ࠎ造、7֊ݐて
　・高　　さ　30�39 ｍ

　新ிࣷは、耐ٱ性や機能性、効཰性に優れて
いる。また、自વエωルΪーなどをੵۃ的に取
りࠐみ、த৺֗ࢢ地における地Ҭの֩となる؀
時֐ࡂிࣷを目指し施工された。特にܕ配ྀڥ
においてਝ଎に෮׆چ動を行うことができる高
い安全性を持った新ிࣷを目指し、「֐ࡂ対策ࣨ」
や「ۓ急資材૔ݿ」、またෑ地内に「耐震性ஷ水
૧」を੔උし、給水ंへの充水を行う「給水栓」
も設置している。

̐ɽிࣷݐઃʹΑΔޮՌ

　ிࣷの耐震化により職員の安全が確อでき、
๷ࡂ機能のڧ化を図るため֐ࡂ対策ࣨを設置し
たことにより、֐ࡂ対策本部として効Ռ的に๷

。動を実施できるようになった׆機管理ة・ࡂ
またඇ常用発電機を設置し、ఀ電時でも主要施
設・設උへの連ଓ 72 時間の給電が可能となり、
作業などのఀ଺を๷͙ことがچ時の応急෮֐ࡂ
できるようになった。

̑ɽੈ࣍୅΁ͭͳ͙

　新ிࣷ׬成により、๷ࡂ体制のڧ化を図るこ
とができたが、ࡢ年発生した平成 30年 7月߽Ӎ
後発生が༧ଌされているೆւτラϑࠓ、や֐ࡂ
のڊେ地震など、過ڈに経験したことがない規
模の֐ࡂに対し、いかに対ॲしていくかが課題
となる。そのためには、施設を有効に׆用し、
体制を構ஙするϊ΢ϋ΢をࡂな๷׈時に円֐ࡂ
஝ੵしていくඞ要がある。知ࣝ・技術とともに
新ிࣷを次ੈ୅の後ഐ職員たちに、着実にҾき
。うࢥいでいきたいとܧ

室ࡦର֐ࡂ

ݿ૔ࡐࢿ急ۓ

଱਒ੑஷ水૧

ը૯຿課のࣥ຿室ا
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੩Ԭ্ࢢԼ水ಓہிࣷݐઃۀࣄ

̍ɽܦ͍ڧʹ֐ࡂӦڌ఺Λ໨ͯ͠ࢦ

　上下水道局ிࣷのݐ設は、ࢢ民の安৺・安全
を確อするため、日常はもとより、֐ࡂ時にお
いても水の安定ڙ給やਝ଎な෮چ対応ができる
点として੔උするڌ機管理機能をඋえた経Ӧة
とともに、த৺֗ࢢ地׆性化の֩となることを
目的とした。
　本ݐ設地は、ۓ急༌ૹ࿏に指定されている国
道 362 ߸に面しており、֐ࡂ時には応ԉ事業体
の受け入れに適していること、ࢢ・ݝの֐ࡂ対
策本部にۙく、通৴手ஈが్ઈえても情報のڞ
有・఻ୡが図れることなど、๷ࡂ機能面で有ར
であることから選定した。

̎ɽࣣ ؒொͷ৽ͨͳϥϯυϚʔΫͱͯ͠

　ிࣷがݐ設されたѮࣣ۠間ொは、ઓ前からө

ըやָޘのまちとして発లしてきたྺ࢙があ
り、өըؗがまちのإとなっていた。
　しかし、平成 23 年にほとΜどのөըؗがҠస
したことから、その੻地にݐ設するிࣷには、
まちの೐わいͮくりの֩となる役割が求められ
た。
点としてのிࣷに、೐わいڌい経Ӧڧに֐ࡂ　
૑出の機能を加えるため、パϒリοクコメンτ
やϫークシϣοプのほか、まちͮくり協議会設
立による地元との対࿩をॏͶた݁Ռ、ө૾จ化
ॻが同協議会ݴなどの༠கを望む提ߍ業や学࢈
から提出され、「ླ໦学Ԃதԝௐ理・製՛ઐ໳学
ࣃ」、「ԉηンターࢧクリエーターࢢ੩Ԭ」、「ߍ
Պҩ院」がテφンτとして入ډすることになっ
た。また、提ݴॻをもとに「安৺・安全の提ڙ」、
「ਓにやさしく਌しまれる」、「ڥ؀にやさしい」
の３つをコンηプτとして設計を行った。

̏ɽ҆৺ɾ҆શͷఏڙ

　１つ目の「安৺・安全の提ڙ」については、
対応がで֐ࡂଓしてܧ、େ地震が発生してもڊ
きるよう制ৼダンパーを用いた制震構造を採用
するとともに、֐ࡂ時における情報ऩूや指ش

ிࣷの֎؍ɻݐ෺௿૚෦（１・̎֊）の֎นに͸໌る
͍ϨンΨ調のタΠルɺ高૚෦（̏ʙ 10 ֊）に͸Ψϥε
Λ࠾༻͍ͯ͠るɻ

̏֊に͸࣌֐ࡂに͓͚る৘報ऩ集΍指໋ش令Λڌ͏ߦ
఺ͱͳる֐ࡂରࡦ本෦室Λ配置ɻ௨ৗ࣌͸上下水道事
ͯ͠༺׆Λਤるల示ίーφーͱͯ͠ൃܒに͍ͭͯのۀ
͍るɻ

੩Ԭ্ࢢԼ水ಓہிࣷݐઃۀࣄ

静岡市上下水道局　水道部　水道総務課
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໋令を行うڌ点となる
֊対策本部ࣨを３֐ࡂ
に配置した。
、対策本部ࣨは֐ࡂ　
水道施設や水質、水道
管࿏໢情報をू約表示
することで、ࢢ全体の
水道施設の状況等が一
元的に೺Ѳできる機能
を有している。水道に
関する情報に加え、ࢢ
のଞ部局との連携を図
り道࿏やՏ઒の状況等
も೺Ѳすることができ、
震ࡂ等のඇ常時には、
これらのू約された情
報をもとに、適切な判
断のもと、いちૣく水
道施設の෮چ作業や応
急給水׆動を行うこと
ができる。
　さらに、給水׆動のڌ
点となる10ສ -の水道
水をஷ水できる耐震性ஷ
水૧を１֊ݰ関前޿場地
下に設置した。

̐ɽਓʹ΍͘͞͠਌͠·ΕΔ

　２つ目の「ਓにやさしく਌しまれる」につい
ては、पลڥ؀へのௐ和として、ݐ෺低層部（１・
２֊）の֎นには、まち並みにあった明るいレ
ンΨௐのタイルを、高層部（３ʙ 10 ֊）には、
पғにѹഭײを༩えないようΨラスを採用する
とともに、ࢢ民のܜいの場となるϐϩテΟを含
めた公ۭڞ間を生み出した。
　また、３֊の֐ࡂ対策本部ࣨは、通常時は上
下水道事業についてのܒ発を図るల示コーφー
とし、水道や自વڥ؀について来ி者が気軽に
学Ϳことができる情報発৴の場となっている。

̑ɽڥ؀ʹ΍͍͞͠

　３つ目の「自વڥ؀にやさしい」については、

԰上にଠཅޫ発電設උを設置し、ݐ෺の࢖用電
ྗの一部に自વエωルΪーをར用している。
　また、照明ث具にＬＥ̙照明を採用するなど
省エωルΪー化・地ٿԹஆ化๷ࢭ対策を行って
いる。

場地下に͸޿関લݰ֊１ 10 ສ -の水道水Λஷ水Ͱ͖る
଱਒ੑஷ水૧Λઃ置ɻ

ද１　ࢪઃの֓ཁ
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̒ɽѪ͞Εଓ͚Δிࣷʹ͢ΔͨΊʹ

　すでにඇ常時においては、ிࣷ内に設置した
対応が行われている֐ࡂ対策本部による֐ࡂ
が、֐ࡂ対応のதでඃ֐状況等の情報の入手手
ஈ、入手した情報の選別・੔理の方法、ඃ֐状
況や෮چ状況の情報のڞ有手ஈ等、ιϑτ面の
課題がු上している。
　想定されるೆւτラϑڊେ地震等のେ֐ࡂに

対応するため、֐ࡂ対応の事後検証や܇࿅をੵ
みॏͶ、֐ࡂ対応のڌ点としてさらなるڧ化を
図っていく。
　また、೐わいͮくりにおいても、公ۭڞ間は
用さ׆や地元঎ళ֗のイベンτ会場としてࢢ
れ、ଟくのࢢ民にར用いただいている。
がਐめる「まちはܶ場」ਪਐ事業ࢢ、後もࠓ　
と連携し、ॅ民主体のまちͮくりのڌ点として
さらなる׆用を図っていく。

԰上にଠཅޫൃిઃඋΛઃ置͠ɺݐ෺の࢖༻ిྗのҰ
෦にࣗવΤωルΪーΛར༻͍ͯ͠る

̓֊のେ会議室

৽ձؗのॡ޻について
ʙશࠃ૊৫の֐ࡂରڌࡦ఺ͱ͠てʙ

1ɽ͸͡Ίʹ

　解体期間を含めてԆべ 1年間を要した本会の
会ؗݐସ工事は、平成 31 年 2 月 12 日にແ事ॡ
工をܴえた。関܎者のօ様方へは、改めてँײ
をਃし上げるとともに、新会ؗのݐ設着手の背
景などについてお఻えする。

̎ɽ଱਒਍அ

　平成 23 年 3 月に発生した౦日本େ震ࡂでは、
౦ژ౎๛ౡ۠の本会も震度５ڧの༳れに見෣わ
れた。چ会ؗ 5֊の事務所にいた職員はԿかに
௫まらないと立っていられない状況であった。
会ؗはত和چ 4� 年 12 月にݐ設された鉄ےコン
クリーτ造地上 6֊地下 1֊のビルであり、࿝
化が目立っていた。前年の平成ٺ 22 年２月に

৽ձؗのॡ޻について
ʙશࠃ૊৫の֐ࡂରڌࡦ఺ͱ͠てʙ

全国管工事業協同組合連合会
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行った耐震਍断ௐࠪでは、ඞ要とされるڧ度を
下ճる݁Ռとなり、震度 以上の地震で౗յڧ6
または่յ等のେきなඃ֐を受ける可能性があ
ると指ఠを受けていた。

̏ɽձؗ੔උͷجຊํ਑

　౦日本େ震ࡂでは、޾いにしてچ会ؗはେき
なඃ֐を免れ、どうにか֐ࡂ本部としてのௐ੔
機能をՌたすことができた。会ؗは全国団体組
৫の基൫基地としてܽかすことのできない施設
であり、また、֐ࡂ時に֐ࡂ対策ڌ点となるݐ
෺はඞ要ෆ可ܽであることから、۽本地震後に
開催された平成 2�年７月の通常૯会において会
ؗ特別検౼員会の設置がঝ認された。
　委員会では、会ؗの耐震方法・࿝ٺ化対策と
して、耐震ิڧ、େ規模改修またはݐସえをൺ
ֱ検౼して、ट౎直下地震などのେ֐ࡂにも対
応できるڌ点として改修よりもݐସえを行うこ
ととなった。

̐ɽ৽ձؗͷ֓ཁ

　新会ؗはࣼ線規制のため地上 てで、全ݐ֊4
管連事務局が 2・3֊を࢖用することとした。
　「ライϑラインをकる」「໋の水をಧける」と
いう全国組৫としての໋࢖と੹任をՌたすた
め、新会ؗは֐ࡂ対策ڌ点となる性能をຬたす
べく、耐震性、耐Ր性、耐ٱ性をྀߟした構造
としている。具体的には、鉄ࠎ造の७ラーメン
構造とし、１֊に制震部材を配置し、減ਰを付
加することで、地震時のมҐおよび加଎度の低
減やৼ動のૣ期のऩଋを図る構造となってい
る。
　一ൠ的な耐震設計では、େ地震時（震度̒ڧ）
においてݐ෺の౗յは๷͙ものの、構造体の一
部がଛইすることをڐ容しているが、新会ؗで
は制震部材を用いることにより、େ地震にૺ۰
した場合においても、最খ限度のิ修によりܧ
ଓ的なݐ෺の࢖用を可能とした。
　制震部材には減ਰこまを採用した。ඇ制震の
加工と制震部材を配置したՍ構の地震応౴のൺ
ֱでは、１֊のみの制震部材の配置でも約 50ˋ
低減し、Ս構の鉄鋼量を約 50 減することが࡟̓

できた。また、より有効な制震部材の効Ռを発
෺２、３֊には耐震間ப、４ݐ、するためにش
֊にはࣼめபを用いՍ構の߶性を高めている。

̑ɽޙࠓͷ՝୊ɺల։

として、本会会員である地元܇ڭ本地震の۽　
の管工事組合の理事長は受ԉの೉しさを挙げて
いる。例え͹、େ規模֐ࡂ時のプοシϡࢧܕԉ
として、全国からඃࡂ地へଟくのࢧԉ෺資がಧ
けられたが、ࡉかい所までࢧԉ෺資が配れな
かったέースがあった。また、発ࡂ直後に一੪
にࢧԉに行っても、ඃࡂ地には৯料も॓ࣷもな
く、受け入れることは೉しい。෮چのஈ֊によっ
てはࢧԉする作業がແいこともある。ࠓ後はඃ
有を通じて、状況に応じてඞ要ڞ地との情報ࡂ
な応ԉを行っていくことがඞ要だとߟえる。
　日本水道協会では、۽本地震や全国地震等ۓ
急時応ԉ܇࿅などの知見、気ͮきを܇ڭとして、
会員水道事業体૬ޓの応ԉルールを定めた「地
震等ۓ急時対応の手Ҿき」を改గ༧定と࢕って
いる。本会では、同協会と「֐ࡂ時における応
急෮׆چ動の応ԉ協ྗに関する֮ॻ」をక݁し
ており、この手Ҿきの改గも参ߟにしながら、
本会の「地震等ۓ急時における応急෮چ工事対
応Ϛニϡアル」の改గを検౼することとしている。

2 ݄にॡ工͠た৽たͳશ管࿈会ؗ
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ʤ��ʥ࠲ߨਫ૷ஔٕज़څ

1ɽ�κʔχϯάͱྲྀٯ๷ࢭγεςϜͱͷ
܎ؔ

　直݁給水システムにおけるྲྀٯ๷ࢭのκーニ
ングの֓೦をਤ１に示す。"κーンは配水管の
分岐から最ॳの立管が分岐するまでの給水管、
#κーンは立管および立管から各ॅށに分岐し
た給水管の水道メーター、ࢭ水栓、ྲྀٯ๷ࢭ用
具および減ѹห等が設置される 14 までの۠間
（以下、水道メーターが設置されない場合も含
め「14 部」という。）、$κーンは 14 部以降か
ら末୺給水用具までの۠間を示す（ৄࡉはΨΠ
υϥΠン第 1ষʮ1��　ྲྀٯ๷ࢭのκーχンάʯ

ʪ14ʙ 5ʫを参照）。
システムの構成をਤࢭ๷ྲྀٯ　 2に示す。図த
に記ࡌされている①ʙᶇを下記に説明する。
①　主管に設置するྲྀٯ๷ࢭ用具（"κーン）
②　立管௖部に設置するٵഉ気用具（#κーン）
③　�立管から各ॅށへの給水管の分岐高さの確
อ（#κーン）

ᶆ　�各ॅށの 14部に設置するྲྀٯ๷ࢭ用具（#
κーン）

ᶇ　末୺給水用具のྲྀٯ๷ࢭ措置（$κーン）
　これらのྲྀٯ๷ࢭ措置をシステムとして機能
さͤることにより、一部のྲྀٯ๷ࢭ用具にෆ具
合が発生した場合でも、ଞのྲྀٯ๷ࢭ用具が機

直結給水システムにおける
給水管内の逆流防止について　その3

（公財）給水工事技術振興財団

第３回　各種逆流防止用具の解説

جʹͱͦΕݧ࣮ࢪાஔͷ࣮ࢭ๷ྲྀٯਫγεςϜʹ͓͚ΔڅͰ͸ɺʮ௚݁ஂࡒڵज़ৼٕࣄ޻ਫڅ　
ٕͮ͘ज़ࢦ਑ͷݕ౼ʯΛςʔϚͱͨ͠共同研究Λฏ੒��ʙ��೥౓ʹ࣮ͨ͠ࢪɻ
　·ͨɺ͜ ͷ੒ՌΛج ʮʹ௚݁څਫʹ͓͚Δྲྀٯ๷ࢭγεςϜઃஔͷΨΠυϥΠϯͱͦͷղઆʯ（Ҏ
ԼɺʮΨΠυϥΠϯʯͱ͍͏ɻ）Λࡦఆ͠ɺฏ੒��೥౓ΑΓஂࡒϗʔϜϖʔδ্ʹ͍ͯ͠ࡌܝΔɻ

ͼௐࠪɾ研究౳ٴΘΔٕज़ͷ։ൃؔʹࣄ޻ਫ૷ஔڅϗʔϜϖʔδɿஂࡒ
（IUUQ���XXX�LZVVLPV�PS�KQ�NBUFSJBMT�JOEFY�IUNM）

ٯ੒ͱద༻͢΂͖ߏγεςϜͷࢭ๷ྲྀٯɺʹجճ͸ΨΠυϥΠϯʹΑΔκʔχϯάͷ֓೦Λࠓ　
ྲྀ๷ࢭ༻۩Λ঺հ͢Δͱͱ΋ʹɺྲྀٯ๷ࢭ༻۩Λৗ࣌ద੾ʹػೳͤ͞ΔͨΊʹ͸఺͔͕ͤܽݕͳ
͍͜ͱ͔Βɺ༻۩͝ͱͷ఺ํݕ๏ɺύʔπͷަ׵΍఺ظ࣌ݕʹ͍ͭͯड़΂Δɻ

NV14-S010-ᢏ⾡ㅮᗙ.indd   10 2019/06/24   16:09:5�



 ● Vol.20  No.2  2019. 夏季号

●
き
ゅ
う
す
い
工
事

11

Water
Plumbing

Engineering

ਤ 1　௚݁給水γεςϜのྲྀٯ๷ࢭのκーχンά

ਤ γεςϜの֓೦ਤࢭ๷ྲྀٯ　2

給
水
管
側

建

物
・
系

統

間

立管

階層

吸排気弁

逆流防止用具

Ｃゾーン

住戸間

機器間

湯沸器 末端給水用具に逆流防止措置
洗面器 便所 風呂洗濯機 台所

Ａゾーン

配水管側

逆流防止用具

直結加圧形ポンプユニット

Ｂゾーン

ᶃ
۩༺ࢭ๷ྲྀٯ

ᶄ
吸排気༻۩

ᶅ
Ґஔذ水管෼څ

ᶆ
۩༺ࢭ๷ྲྀٯ

ᶇ
ાஔࢭ๷ྲྀٯ
	ు水口空間


同径配管 λέϊί配管

ཱ管

ॖ径

ॖ径

௚݁௚ѹࣜڅ水

ओ管

ཱ�管

ओ管

௚݁ՃѹܗϙンϓϢχοτ ຌྫ

αΠϗン
৅ൃੜݱ
ͳ͍͠

ᷓΕԑ

ᷓΕԑ Ϗχϧϗʔε

ɿྲྀٯ�๷ࢭાஔʓʓʓʓʓ
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能しているため、ध要者には配水管からの安全
な水がڙ給される。

�）κʔϯ͝ͱͷྲྀٯ๷ࢭાஔ（ΨΠυϥΠϯ
1�ʙ��）

（1）"κーン
　̖κーンに設置するྲྀٯ๷ࢭ用具は、配
水管の断水時、立管の水を配水管へྲྀٯさ
ͤないために設置する。
　このྲྀٯ๷ࢭ用具は、ԾにパοΩンのྼ
化やห࠲に異෺がטみࠐΜだ状況下でྲྀٯ
が発生しても、ห体が఍߅体となりྲྀ࿏断
面がখさくなるので、ྲྀٯ量がগ量でྲྀٯ
๷ࢭ用具の下ྲྀଆ（立管ଆ）に発生するෛ
ѹも཈制される。
　Ψイドラインでは、直݁直ѹ式にはෳ式
หを、直݁増ѹ式にࢭٯหまたは୯式ࢭٯ
は減ѹ式ྲྀٯ๷ثࢭの設置を原則としてい
る。
　ෳ式ࢭٯหは、ห体とห࠲をそれͧれ 2
หࢭٯ性能は୯式ࢭ๷ྲྀٯ、උえておりݸ
（ਤ3参照）よりも優れている（ਤ4参照）が、
給水時はѹྗଛࣦが୯式ࢭٯหの 2ഒ程度
増す。
　減ѹ式ྲྀٯ๷ثࢭは、水が高所（高ѹଆ）
から低所（低ѹଆ）にྲྀれる原理を応用し
たもので、一次ଆがෛѹの時やୈ 1・ୈ 2
หが機能をࣦうとダイϠϑラムが作動ࢭٯ
してಀしหが開き、த間ࣨの水をഉ水して
ۭ気層をܗ成する。୯式ࢭٯหやෳ式ࢭٯ
หとൺֱしてྲྀٯ๷ࢭの৴པ性がۃめて高
く、設置はห機能をଛなわないよう管࣠方

向、管࣠と直֯方向ともに水平になるよう
に施工しなけれ͹ならない。減ѹ式ྲྀٯ๷
の作動説明をਤثࢭ 5に示す。

（2）#κーン
　#κーンのྲྀٯ๷ࢭ措置は、立管௖部へ
のٵഉ気用具の設置や、立管から分岐する
高さの確อおよび、各ॅށの 14 部にྲྀٯ
๷ࢭ用具を設置することである。#κーン
の「②」におけるٵഉ気หの選定基準をද
１に示す。
ഉ気ห（ਤ̒参照）には、ഉ水するたٵ　
めのドレン配管をٵഉ気孔に接ଓする。ま
た、ドレン配管は、ۭ気ٵ入の఍߅となら
ないようٵഉ気孔の接ଓωδに適合した管
を用いる。ਤ 7にٵഉ気หの設置例と配管
を示す。
　ドレン配管は、ܘޱやഉ水ۭޱ間までの
長さが୯Ґ時間当たりのٵ気量にେきくӨ
するため、ドレン配管は可能な限り短くڹ
し、ܘޱの縮ܘは望ましくない。
　立管から給水管を分岐する高さの確อ
（ਤ 2の「③」）について、Ψイドラインでは、
内の給水装置の配管でサイϗン現৅ށॅ」
によるྲྀٯが発生しないよう、立管から給
水管を分岐する高さは、当֘給水装置の末
୺給水用具のうち最も高いҐ置にある水受
け容ثのҲれԑの高さより 30ᶲ以上高いҐ
置とする」とされている。これは分岐高さ
が水受け容ثよりも低いҐ置にあると、立
管内のෛѹの有ແに関わらず、水受け容ث
内の水がサイϗン現৅により立管内にྲྀٯ

ਤ 3　୯ࣜࢭٯหのྫ ਤ 4　ෳࣜࢭٯหのྫ

఺޸ݕϓϥά ାφοτ
෭಑

఺޸ݕϓϥά
弁ମ

͹Ͷ 弁ശ ಑
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μΠϠϑϥϜ

த間ࣨ

ୈ̍ 弁ࢭٯ

ୈ̎ 弁ࢭٯ

ಀ͠ 弁

μΠϠϑϥϜ

த間ࣨ

ୈ̍ 弁ࢭٯ
ୈ̎ 弁ࢭٯ

ಀ͠ 弁

μΠϠϑϥϜ

த間ࣨ

ୈ̍ 弁ࢭٯ
ୈ̎ 弁ࢭٯ

ಀ͠ 弁

μΠϠϑϥϜ

ୈ̍ 弁ࢭٯ
ୈ̎ 弁ࢭٯ

ಀ͠ 弁

ද１　立管ܘޱにରするඞཁྔؾٵ（หࠩѹ �2��L1B （࣌

ਤ ಈઆ໌（ਤ͸Ұྫ）࡞のثࢭ๷ྲྀٯѹࣜݮ　5
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するためである。
　立管から各ॅށへ分岐する際、14部のٯ
ྲྀ๷ࢭ用具の設置（ਤ 2の「ᶆ」）について、
Ψイドラインでは、「各ॅށの 14部にྲྀٯ
๷ࢭ用具を設置する。設置するྲྀٯ๷ࢭ用
具は、୯式ࢭٯห（ࢭٯห付メーターパο
Ωンを含む）とする」されている（୯式ٯ
。（หについてはਤ̏参照ࢭ

（3）$κーン
　Ψイドラインでは、「Ｃκーンのྲྀٯ๷ࢭ
措置は、水道法施行令ୈ 5条ୈ 1 項ୈ７߸
に定められたྲྀٯ๷ࢭ措置を講じる」とさ
れている。Ｃκーンのྲྀٯ๷ࢭ措置は、末
୺給水用具（ਤ 2の「ᶇ」ɿ自動౬ுりܕ
;Ζがま、ચড়ห内ଂ式ศث、ϩータンク
式େศث等水受け容ثを有する末୺給水用
具およびચ面ث、ચ୕機等の水受け容ثへ
の末୺給水用具）において、ు水ۭޱ間の
確อ、όΩϡームϒレーカまたはࢭٯหの
設置等によりྲྀٯを๷ࢭする措置であり、
水道法施行令ୈ 5条ୈ 1 項ୈ 7 ߸に定めら
れている。
　このྲྀٯ๷ࢭ措置として、水道法施行令
ୈ 5条ୈ 2 項に基ͮく「給水装置の構造及
び材質の基準に関する省令」（平成 9年 3月
19 日 厚生省令ୈ 14 ߸）（以下、「基準省令」
という。）ୈ 5条（ྲྀٯ๷ࢭに関する基準）

に規定するྲྀٯ๷ࢭ性能基準に適合した給
水用具の設置、または給水装置システム基
準に適合した給水装置工事を施行しなけれ
͹ならない。

׵ͱަگͷঢ়࣌߹۩ͱͷෆ͝۩༺ࢭ๷ྲྀٯ（�
෦Ґ

　Ψイドラインでは、「ྲྀٯ๷ࢭ用具のྲྀٯ๷
性能を長期的に維持するため、設置時の点検ࢭ
及び設置後の定期的な点検を実施することが望
ましい」とされている。ここでは各用具のෆ具
合時、特にྲྀٯ๷ࢭ機能がଛなわれた際の状況
と、ަ׵部Ґについてड़べる（ৄࡉはΨΠυϥ
Πン第̏ষʮྲྀٯ๷ࢭ༻۩のอक఺検ʯʪ120 ʙʫ
を参照）。

ثࢭ๷ྲྀٯѹࣜݮ（1）
　減ѹ式ྲྀٯ๷ثࢭはスτレーφとηοτ
で࢖用されるため（ਤ 8参照）、େきな異
෺のטみࠐはなく、最େのෆ具合としては、
二つのྲྀٯ๷ࢭหに同時にෆ具合が生じ、
かつ配水管ଆにෛѹが発生した場合である
が、過ڈの実੷を見てもօແといえる。
　また、ୈ หまたはୈࢭٯ1 ٯหのࢭٯ2
ྲྀ๷ࢭ機能がଛなわれた状ଶで、ྲྀٯが発
生した場合でも、ୈ หとのࠩѹόラࢭٯ1

2� ϝϯςφϯεͷॏཁੑ

排水配管（ドレン）

খ空気޸

େ空気޸

༡ಈ弁ମ

ϑϩʔτ弁ମ

ຊମ

ドレン配管は
極力短くする

吸排気弁

排水口空間

間接排水

補修弁
（呼び径と同じ
　通水径のもの）

ਤ หのྫؾഉٵ　� ਤ หのઃ置ྫؾഉٵ　7
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ンスによりダイϠϑラムでྲྀٯをײ知し、
ಀしหが開いてྲྀٯを્ࢭする仕組みのた
め、安全性、৴པ性が高いྲྀٯ๷ࢭ用具で
ある。その൓面、高性能なため、ห࠲への
異෺のטみࠐみがあった場合はྲྀٯとみな
し、ಀしหからഉ水するシビアな用具でも
ある。このため、用具上ྲྀにはඞずスτレー
φを設置し、また点検により内ଂ部඼のਗ਼
૟、ަ׵を行うことがେ切であり、一次ଆ、
二次ଆそれͧれに点検するためのࢭ水栓を
設置するඞ要がある。
　ਗ਼૟、点検、ަ׵が可能な部Ґを以下に
まとめる。
・ୈ （可能׵ަ、ਗ਼૟）หࢭٯ1
・ୈ ห（　　ç同上ç　　）ࢭٯ2
・ಀしห、ダイϠϑラム（　同上　）
・スτレーφ（֎すなどしてਗ਼૟）

　ΰム、थࢷ製などのห࠲はফ໣するため、
健全性をอ持するためには、গなくとも 1
ճ／年͝とにอक、点検によるメンテφン
スがܽかͤない。部඼ަ׵は、この点検݁
Ռに応じて行う。

（2）୯ࣜࢭٯห
　設置後 3ʙ � 年経過した୯式ࢭٯหのҾ
き上げௐࠪでは、ห体開度と同等のখੴや
こͿ、硬質ポリ塩化ビニル管の面とりόࡺ
リ、෍切れ等が確認されている。（ΨΠυϥ

Πンࢿྉ編̎ʮ配管్தのྲྀٯ๷ࢭ༻۩の
ෆ۩合ঢ়گʯʪ123 ʙ 24ʫを参照）。ห体と
ห࠲の間に異෺がטみࠐむと、その開度の
ままห体がݻ定され、ࢭٯหの機能がଛな
われることから、点検は設置後にඞ要に応
じて行う。
ห部はカーτリοδ式（ਤࢭٯ　 12参照）
となっており、配管から本体を取り֎すඞ
要があるため、一次ଆにࢭ水栓を設置し、
໭り水をࢭめるඞ要がある場合は、二次ଆ
にもࢭ水栓を設けるඞ要がある。点検時に
はカーτリοδを取り֎して、ਗ਼૟または
、時期は׵を行う。カーτリοδのަ׵ަ
̔年を目安にަ׵をਪ঑している。

（3）ෳࣜࢭٯห
　過ڈに行ったཻ࠭をྲྀす実験では、二つ
のྲྀٯ๷ࢭ機能を持つカーτリοδのう
ち、どちらかにཻ࠭がטみࠐむものの྆方
にטみࠐみこむことはなかったという報ࠂ
がある（ΨΠυϥΠンࢿྉ編̎ʮ配管్த
のྲྀٯ๷ࢭ༻۩のෆ۩合ঢ়گʯʪ123 ʙ 24ʫ
を参照）。このことから、ෳ式ࢭٯหはྲྀٯ
๷ࢭ用具としての৴པ性が୯式ࢭٯหより
も高い。
　最もॏେとࢥわれるෆ具合は、୯式ࢭٯ
หと同様に通水தにห体とห࠲の間に異෺
がטみࠐむとそのままの開度でห体がݻ定
されることである。このため、点検は設置

ਤ 8　ඞཁͳεϖーε
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後にඞ要に応じて行う。ࢭٯห部はカーτ
リοδ式（ਤ 13参照）となっており、配
管から本体を取り֎すඞ要があるため、一
次ଆにࢭ水栓を設置し、໭り水をࢭめるඞ
要がある場合は、二次ଆにもࢭ水栓を設け
るඞ要がある。点検時にはカーτリοδを
取り֎して、ਗ਼૟またはަ׵を行う。カー
τリοδのަ׵時期は、̔年を目安にަ׵
をਪ঑している。

๏（Ψํݕͷઃஔεϖʔεͱ఺۩༺ࢭ๷ྲྀٯ（�
ΠυϥΠϯࢿྉฤʪ1��ʙ ��ʫ）

　ここでは、୅表的なྲྀٯ๷ࢭ用具の設置にඞ
要なメンテφンス用スϖースおよび点検方法に
ついてड़べる（ৄࡉはࢿྉ編 �ʮ୅දతͳྲྀٯ

๷ࢭ༻۩の఺検ํ๏ʯʪ12� ʙ 34ʫɺࢿྉ編 10ʮٯ
ྲྀ๷ࢭ༻۩のઃ置に͓͍ͯඞཁͳϝンςφンε
༻εϖーεʯʪ135ʫを参照）。

ثࢭ๷ྲྀٯѹࣜݮ（1）
　設置等を行うためには、テスτ用ث具の
取付け、ࢭٯหなど内ଂ部඼のަ׵での工
具࢖用をྀߟし、ਤ 8に示すスϖースがඞ
要である。
　テスτ用ث具による点検について、各部
Ґの名শをਤ �、ਤ 10に示す。テスτ用ث
具はਤ�の˘部が適切に機能するか൱かを、
ઐ用のチΣοクシーτに従って確認を行う
ものである。ຬ଍しない項目がある場合は、
内ଂ部඼のਗ਼૟またはަ׵を行った後、࠶
度テスτ用ث具で確認を行う。すべての項
目をຬ଍すれ͹点検ऴ了となる。

（2）୯ࣜྲྀٯ๷ࢭห͓Αͼෳࣜྲྀٯ๷ࢭห
　点検孔をඋえたෳ式ྲྀٯ๷ࢭหᶗܕの設

ਤ �　֤෦Ґの名শ（ݮѹࣜྲྀٯ๷ثࢭ）

ਤ 11　ඞཁͳεϖーε（ਤ͸ෳࣜྲྀٯ๷ࢭห）

ਤ 10　֤෦Ґの名শ（ςετ༻ث۩）

ਤ 12　୯ࣜྲྀٯ๷ࢭหᶗܗ（఺検޸付͖）の఺検ํ๏
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置等を行うためには、ಁ明管を点検孔に立
てることから、ਤ 11に示すとおり上方に
700ᶱ以上のスϖースがඞ要である。
ਤ 12に୯式ྲྀٯ๷ࢭหᶗܗ（点検孔付

き）の点検方法を示す。まず一次ଆおよび
二次ଆのόルϒをดじる。二次ଆ点検孔の
プラグを取֎し、ಁ明管を立てた後、水Ґ
を 500ᶱの水ҐϚークに合わͤる。水Ґௐ
੔のコπは、500ᶱ以上水を஫͗、ಁ明管の
Ͷじࠐみ部を؇めてඍົにഉ水してௐ੔す
ることである。一次ଆ点検ޱのプラグを取
֎し、一次ଆをେ気ѹに開์する。10 分間
（+88" 　#　 129 をҾ用）経過して水Ґ
の低下がແけれ͹、ห࠲の水密性が維持さ
れていることになる。
　ෳ式ྲྀٯ๷ࢭหᶗܗ（点検孔付き）のୈ
ห、ୈࢭ๷ྲྀٯ1 หの点検方法ࢭ๷ྲྀٯ2
をਤ 13に示す。「୯式ྲྀٯ๷ࢭหᶗܗ（点
検孔付き）」と同様の手ॱで点検を行う。

　本講࠲のその 1、その 2 では、Ϟσル配管に
よる実証実験により得られた給水立管からの分
岐高さ、設置するྲྀٯ๷ࢭ用具の種ྨと用具の
ෆ具合によるྲྀٯ発生やෛѹの状況について、
説明を行った。
　本ߘでは、Ψイドラインによる直݁給水シス

テムにおけるྲྀٯ๷ࢭのκーニングの֓೦を基
に、ྲྀٯ๷ࢭシステムの構成と適用すべきྲྀٯ
๷ࢭ用具を঺հするとともに、ྲྀٯ๷ࢭ用具を
常時適切に機能さͤるには、点検がܽかͤない
ことから、用具͝との点検方法、パーπのަ׵
や点検時期についてड़べた。
　以上のことから、メンテφンスについては、
あらかじめݐ෺の設計時点で点検用のスϖース
を確อした上で、点検は本ߘで示した点検の時
期や各用具の点検方法により行うことが望まし
いとߟえる。

（給水γεςϜ協会）

3� ·ͱΊ

ਤ 13　ෳࣜྲྀٯ๷ࢭหᶗܗ（఺検޸付͖）の఺検ํ๏
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給水૷ஔ工事ͷࢪ工ʹ౰ͨΓ९क͢΂͖๏ྩ౳ʹ͍ͭͯ

　給水装置を適正に施工するための基準とし
て、水道法、施行令及び給水装置の構造及び材
質に関する省令（厚生労働省令）に定める給水
装置のシステム基準（給水装置工事技術指਑に
よる）があります。

̍　ਫಓ๏ͷنఆ
　水道法では、「水道事業者は、給水装置の構
造及び材質が政令で定める基準に適合していな
いときは、給水ܖ約のਃࠐをڋみ、ຢは給水装
置を基準に適合さͤるまでの間給水をఀࢭする
ことができる」と定められています（水道法
16 条一部ൈਮ）。

४جͷ࣭ࡐͼٴ଄ߏਫ૷ஔͷڅ　̎
　給水装置の構造及び材質の基準は、水道法施
行令５条にて、次のように定められています。
˞�各項について、給水装置の施工に関わるࢹ点
からの஫ऍを記ࡌします。

１　�配水管への取付ޱのҐ置は、ଞの給水装置の取付ޱ
から 30DN以上཭れていること。

　　˞�配水管の耐ྗの減গ๷ࢭ、給水装置૬ޓ間の水の
ྲྀ量に及΅すѱӨڹの๷ࢭ

２　�配水管への取付ޱにおける給水管のܘޱは、当֘給
水装置による水の࢖用量にൺし、ஶしく過େでない
こと。

　　˞給水管内の水のఀ଺による水質のѱ化を๷ࢭ
３　�配水管の水ѹにӨڹを及΅すおそれのあるポンプに
直接連݁されていないこと。

　　˞ଞのध要者の水࢖用の障֐を๷ࢭ
４　�水ѹ、౔ѹそのଞのՙॏに対して充分な耐ྗを有し、
かつ、水がԚછされ、ຢは࿙れるおそれがないもの
であること。

ࢭҾの๷ٵ目等からの水࿙れ、Ԛ水の͗ܧ˞　　
５　�ౚ݁、ഁյ、৵৯等を๷ࢭするための適当な措置が
講ͥられていること。

　　˞�΢ΥーターϋンϚー（水ܸ）及びਁ৯、電৯等の
๷ࢭ

̒　�当֘給水装置以֎の水管そのଞの設උに直接連݁さ
れていないこと。

　　˞�水道水のԚછを๷ࢭ（クϩスコωクシϣンによる
事故๷ࢭ）

７　�水૧、プール、ྲྀ しそのଞ水を入れ、ຢは受けるث具、
施設等に給水する給水装置にあっては、水のྲྀٯを
๷ࢭするための適当な措置が講ͥられていること。

　　˞�給水装置内がෛѹとなった場合のԚ水等のྲྀٯを
๷ࢭ

४جਫ૷ஔͷγεςϜڅ　̏
　水道法施行令の基準を適用するについてඞ要
な技術的ࡉ目は、給水装置の構造及び材質の基

準に関する省令（以下、「基準省令」という）
に定められています。
　給水装置の構造及び材質の基準は、材料୯体
が有すべき性能基準と給水装置の施工に܎わる
給水装置全体の性能基準（システム基準）が定
められています。
　給水装置の構造及び材質の基準のうち、主な
システム基準及び関連する事項などを示します。

（̍）଱ѹʹؔ͢Δج४（ج४লྩୈ̍৚ൈਮ）
˓�給水装置の接合Օ所は、水ѹに対する充分な
耐ྗを確อするためにその構造及び材質に応
じた適切な接合が行われているものでなけれ
͹ならない。

˞�新設工事の場合は、1�75.1B を１分間อ持す
る耐ѹࢼ験が望ましいとされています（厚生
労働省　給水装置標準計ը・施工方法）。し
かし、管やหྨ等の条݅によっては、各々に
適した耐ѹࢼ験を行うඞ要があります。

（例）�Սڮポリエチレン二層管、Սڮポリエチ
レン管、ポリϒσン管、ดࢭห等

（̎）ਁ ग़౳ʹؔ͢Δج४（ج४লྩୈ̎৚ൈਮ）
˓�給水装置は、末୺部が行きࢭまりとなってい
ること等により水がఀ଺する構造であっては
ならない。

˓�給水装置は、水をԚછするおそれのある෺を
ஷ留し、ຢは取り扱う施設にۙ接して設置さ
れていてはならない。

˓�༉ྨがਁಁするおそれのある場所に設置されて
いる給水装置は、当֘༉ྨがਁಁするおそれの
ない材質ຢはさや管等により適切な๷ޢ措置が
講じられているものでなけれ͹ならない。

（̏）�ਫܸݶքʹؔ͢Δج४（ج४লྩୈ̏৚
ൈਮ）

˓�水栓そのଞ水ܸ作用を生じるおそれのある給
水用具は、水ܸ限ք性能を有するものでなけ
れ͹ならない。ただし、当֘給水用具の上ྲྀ
ଆにۙ接してエアチϟンόーそのଞの水ܸ๷
具を設置すること等により適切な水ܸ๷ثࢭ
のための措置が講じられているものにあっࢭ
ては、この限りでない。

˞�水ܸ๷ثࢭとは、ू合ॅ୐等の受水૧（ポン
プ）や配管などで発生する΢Υーターϋン
Ϛーをٵऩし、૽Իやৼ動を๷ࢭするث具で
す。エアチϟンόーとは、容ث内のۭ気の৳
縮をར用してポンプの຺動を཈え、配管のৼ
動等を๷ࢭするث具です。

水૷ஔ2�"ʲ42ʳڅ˔

̦ɹ給水૷ஔ工事ͷࢪ工ʹ͋ͨΓ९क͠ͳ͚Ε͹ͳΒͳ͍๏ྩ౳ʹ͍͍ͭͯͩͯ͑͘͞ڭɻ

"
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ਤ１　受水૧の΢ΥーターϋンϚー๷ࢭରࡦ

（̐）๷৯ʹؔ͢Δج४（ج४লྩୈ̐৚）
ຢはアルカリによって৵৯されるおそれのࢎ�˓
ある場所に設置されている給水装置は、ࢎຢ
はアルカリに対する耐৯性を有する材質のも
のຢは๷৯材でඃ෴すること等により適切な
৵৯の๷ࢭのための措置が講じられているも
のでなけれ͹ならない。

ਤ̎　ϙϦεϦーϒඃ෴にΑる֎໘๷৯ରࡦ

˓�࿙えい電ྲྀにより৵৯されるおそれのある場
所に設置されている給水装置は、ඇۚ属製の
材質のものຢはઈԑ材でඃ෴すること等によ
り適切な電気๷৯のための措置が講じられて
いるものでなけれ͹ならない。

४লྩୈ̑৚ج）४جΔؔ͢ʹࢭ๷ྲྀٯ�（̑）
ൈਮ）

˓�水がྲྀٯするおそれがある場所に設置する給
水装置は、ྲྀٯ๷ࢭ性能を有する給水用具が、
水のྲྀٯを๷ࢭすることができる適切なҐ置
に設置されていること。
性能を有する給水用具とは、減ѹ式ࢭ๷ྲྀٯ�˞
ห、όΩϡームϒレーカ（水ࢭٯ、ثࢭ๷ྲྀٯ
受け容ثのӽྲྀ面の上方 150NN以上のҐ置
に設置）等です。

ਤ̏　集合ॅ୐に͓͚るྲྀٯ๷ࢭ

˓�ు水ޱを有する給水装置が、次にܝげる基準
に適合すること。

ܘびݺ�・ 25NN以下のものは、省令に定める
ۙ接นからు水ޱのத৺までの水平ڑ཭およ
びӽྲྀ面からు水ޱの最下୺までのਨ直ڑ཭
が確อされていること。

ܘびݺ�・ 25 ｍｍ௒のものは、省令に定めるӽ
ྲྀ面からు水ޱの最下୺までのਨ直ڑ཭が確
อされていること。

ਤ̐　ు水ۭؒޱ

（̒）଱פʹؔ͢Δج४（ج४লྩୈ�৚ൈਮ）
˓�ౚ݁のおそれのある場所にあっては、耐פ性
能を有する給水装置を設置しなけれ͹ならな
い。ただし、断೤材でඃ෴すること等により
適切なౚ݁の๷ࢭのための措置が講じられて
いるものにあっては、この限りでない。

̐　͓ΘΓʹ
　上記の事項は、給水装置工事を適切に施工す
るためのඞ要最খ限の要݅を基準化したもので
す。施工に当たっては、各水道事業者が「設計
施工指਑」等にて定めた工法や࢖用材料の指定
などについて、事前にଧち合わͤることがඞ要
です。また、道࿏下の配管工事は、工事の期間、
時間帯、工事方法などについて、道࿏管理者な
どのঝ認や指示を受けることもඞ要です。
　給水装置工事は、ਓの健康や安全に直݁した
工事であることから、設計や施工がෆྑであれ
͹、水のڙ給を受けるར用者のみならず、配水
管へのԚ水のྲྀٯなどにより公ऺӴ生上େきな
ඃ֐を生じさͤるおそれもあることから、े分
に஫意して工事を行っていただきますようおئ
いします。
（ԣ඿ࢢ水道局 給水サービス部 （௩水道事務所ށ
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平成30年度　給水装置工事技術に関する調査研究助成事業報告

͸͡Ίʹ1

　本研ڀは、平成 29 年度の「ٵഉ気หの適切
な設置ڥ؀に関する研ڀ」にଓき実施するもの
で、ٵഉ気หよりഉ水し、ഉ水量が最もଟいと
きのഉ水ϗοパーのವみࠐみ状況や、ഉ水量の
ม化によるドレン配管୺部からのඈࢄ範ғを、
独自にߟ案したଌ定ثを用い計ଌし、その݁Ռ
を基に製作したෳ数のඈࢄ๷ࢭ策の効Ռの確認
を行った。

଺ཹঢ়͓گΑͼඈࢄঢ়2ݧ࣮گ

　実験は、ポンプにより給水立管へ充水し、ิ
修ห全開でのখۭ気孔からの最େഉ水量でഉ水
ϗοパー内の଺留状況を確認し、次にิ修หの
開度ௐ੔によりഉ水量を減গさͤ、ドレン配管
୺部からのഉ水の状況を確認した。

（রࢀਤ1）๏ํݧ࣮（1
ܘޱ、ഉ気หはٵ�（1） 20ᶱおよびܘޱ 25 ʷ 20

ᶱ、25 （ɵドレン配管接ଓ部ܘޱ 20ᶱ、25ᶱ）
の 3種ྨを用い、また、ห࠲へのΰϛטみ
などによる࿙れを࠶現するため、খۭ気孔

のϑϩーτห体を取りআき実験を行う。
（2）�ドレン配管は、水道用硬質ポリ塩化ビニル

管（以下、「71」という）をパイプカοター（ԡ
し切りタイプ）で切断し、ٵഉ気หからの
ԣҾき管にエルϘをհして立下り管を取り
付けた。

（3）�ഉ水ϗοパーは、一ൠ的に࢖用されている
71 製のܘҧいιέοτ（େܘଆ 50"ɿ内
φܘ 61）をഉ水管へ取り付けた。

　　�　なお、そのଞの実験条݅は、ද 1に示す
通りである。

Ռ݁ݧ࣮（2
　実験݁Ռをද 2に示す。
　以上の実験݁Ռから得られた܏向を①および
②に示す。
①�ഉ水量最େでのഉ水ϗοパー内の水の଺留状
況は、全ての実験でഉ水ϗοパーから水があ
;れることなく、スムーζにഉ水されること
が確認された。

②�ഉ水のඈࢄ状況は、গ量のഉ水全ての実験で
ドレン配管୺部からのඈࢄが確認された。

Δؔ͢ʹڥหの適੾ͳ設ஔ؀ؾഉٵ
ௐࠪڀݚʢͦの �ʣ

研究代表者　ࢁຊ੖ل（څਫγεςϜڠձձ௕）

　この研究は、ฏ੒��年౓に実ࢪしたʮٵഉؾหの適੾な設ஔ環境にؔする研究ʯにଓき行う
ものである。
　給水ཱ管はॆ水が࢝まると、Լ෦から水Ґがঃʑに্ঢし、ཱ管಺のۭؾは௖෦のٵഉؾหか
らഉग़される。ٵഉؾหまで水が౸ୡするとห಺のϑローτがঃʑにු্し、ۭؾをഉग़するห
΁の࠲水する構଄となっている。とこΖが、まれにหࢭに水ѹ等によりີணすることで࠲のหޱ
ҟ物のטΈࠐΈ΍หނোによりࢭ水機構がଛなわれ、ٵഉؾหからৗ時ഉ水されることがあり、
υレン配管୺෦では水がഉ水ϗοパーの֎にඈࢄしਁ水ඃ֐がੜ͡໰୊となる。
　ͦこで、実ݧによりഉ水量とඈࢄとのؔ܎をূݕし、ͦの݁Ռを基にඈࢄ๷ࡦࢭをまとめたの
でใࠂする。

要　旨
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ද 1　଺ཹঢ়͓گΑͼඈࢄঢ়࣮گ験の৚݅

ਤ 1　଺ཹঢ়͓گΑͼඈࢄঢ়࣮گ験の配管ਤ

ද 2　଺ཹঢ়͓گΑͼඈࢄঢ়࣮گ験の݁Ռ
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υϨϯ഑؅୺෦ͷඈൣࢄғͷݧ࣮ূݕ
3（ғͷଌఆൣࢄେഉ水ྔͱඈ࠷）

（রࢀਤ3）๏ํݧ࣮（1
　実験は、2、１）の（1）、（2）の実験方法に加え、
以下の方法で行った。
（1）�最େഉ水量はྲྀ量計で 1ඵ͝との計ଌを 30

ඵ間行い、その平ۉ஋を最େഉ水量とした。
（2）�ඈࢄ範ғଌ定は、独自にߟ案した൒ܘ 40ᶱ

から 125ᶱまで 5ᶱ間ִのリング状になった
ඈࢄ範ғଌ定ثをഉ水ϗοパーのҐ置（ド
レン配管からഉ水ۭޱ間を設けたҐ置）に
設置し、ഉ水を 3分間行った後、ଌ定ثに
付いた水ణのҐ置を計ଌ（ଌ定ثத৺から
のڑ཭）した。

　�なお、ඈࢄする現৅は、面ੵ式ྲྀ量計˞1 のニー
ドルห˞2 をૢ作して࠶現した。そのଞの実験
条݅はද 3に示す内容で行った。

※ 1：面積式流量計とは、垂直に配管された管路にテーパ
管と浮子（フロート）を取り付け、その管路を流れ
る流量に応じて浮子の高さが変化することを利用し、
浮子の静止した位置から目盛を読み、流量に換算す
る計測器。

※ 2：ニードル弁とは、弁棒に針状の弁体を固定し、弁棒
の上下移動にあわせて開閉する構造のバルブ。

Ռ݁ݧ࣮（2
ද 4に最େഉ水量の݁Ռ、ද 5ʙ 7にඈࢄ範

ғの݁Ռを示す。
　また、ද 5ʙ 7のඈࢄ範ғの໢ֻけ部数஋は、
最େにඈࢄした஋を示す。

（B）଺ཹঢ়گの֬ೝ （C）ඈࢄঢ়گの֬ೝ

ਤ ܘޱ　2 25ᶱٵഉؾห（0�3.1B）の࣮験ঢ়گ

ද 3　υϨン配管୺෦のඈൣࢄғの検ূ࣮験の৚݅
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ਤ 3　υϨン配管୺෦のඈൣࢄғの検ূ࣮験の配管ਤ

ද େഉ水ྔのଌ定݁Ռ࠷　4

ද 5　ඈൣࢄғのଌ定݁Ռ（ٵഉؾหܘޱ 20ᶱ）
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ද �　ඈൣࢄғのଌ定݁Ռ（ٵഉؾหܘޱ 25ʷ20ᶱ）

ද 7　ඈൣࢄғのଌ定݁Ռ（ٵഉؾหܘޱ 25ᶱ）

ਤ ห௚下のѹྗؾഉٵ　4 0�15.1Bのඈࢄঢ়گ

（B）ٵഉؾหܘޱ 20ᶱ
（ྲྀྔ 150N-�NJO）

（C）ٵഉؾหܘޱ 25ʷ20ᶱ
（ྲྀྔ 200N-�NJO）

（D）ٵഉؾหܘޱ 25ᶱ
（ྲྀྔ 150N-�NJO）
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ද 8　ඈࢄ๷ࡦࢭ

　以上の実験݁Ռから得られた܏向を①ʙ③に
示す。
①�ද 4より、最େഉ水量はখۭ気孔の内ܘがେ
きくなると、断面ੵൺとほ΅同じ割合で増加
する。
②�ද5ʙ7より、ඈࢄ範ғはྲྀ量が150ʙ 200N-�
NJOのときに最େにඈࢄする܏向であった。
③�ද 5ʙ 7より、ドレン配管ܘޱがେきくなる
と、最େにඈࢄする範ғが޿がる。

ඈࢄ๷ࡦࢭͷ4ূݕ

๏ํݧ࣮（1
　実験は、3の実験方法によりද 8のඈࢄ๷ࢭ
策 1ʙ 6 案について、ドレン配管୺部からのඈ
。効Ռの検証を行ったࢭ๷ࢄ範ғをଌ定し、ඈࢄ
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Ռ݁ݧ࣮（2
ද̕ʙ 11に実験݁Ռを示す。

ද �　ඈࢄ๷ࢭରࡦの݁Ռ（ٵഉؾหܘޱ 20ᶱ）

ද 10　ඈࢄ๷ࢭରࡦの݁Ռ（ٵഉؾหܘޱ 25ʷ20ᶱ）

ද 11　ඈࢄ๷ࢭରࡦの݁Ռ（ٵഉؾหܘޱ 25ᶱ）

7 

表 8 飛散防止策

2）実験結果

 表㸷～11 に実験結果を示す。

表 9 飛散防止対策の結果（吸排気弁口径 20 ㎜）

防止策 内ᐜ

1（面取り） ドレン配管内径に面取りを᪋した。

2（キャップ）

ドレン配管内径に沿って
እഃ࡬ᗈがり、ドレン配管
端面からฟ口ඛ端に向かって
クロスᙧ≧を配⨨した
ᩚ流ჾල。

3（クロス）

ドレン配管内径に沿って
クロスᙧ≧がධり㎸ࡳ、
ドレン配管ඛ端から 10 ㎜
。飛びฟしたᩚ流ჾල࡝࡯

4（網）

ドレン配管ඛ端から網が
飛びฟすよ࠺に、ษれ端を
ୗにしてእ径に沿って
ᕳࡁ௜࢖ࢱࢽࣅ、ࡅでᅛᐃ。

5（針金）

の内᭤りに針金を࢚࣎ࣝ
L Ꮠにはわࡏるよ࠺にධれ、
ドレン配管の❧ୗり管内径
。⨨タࡏ沿わ࡬

6（鎖）

ࣜンࢢ≧にした針金࡬取௜ࡅ
た鎖をドレン配管のᶓᘬࡁ
端面と࢚࣎ࣝの㛫にᣳࡳ㎸ࡳ、
❧ୗり管内径にᆶらした鎖
を❧ୗり管እ面࡬針金でᅛᐃ。

防止策
圧力

（MPa）
流量

（mL/min）
対策前の飛散

範囲（㎜）

飛散範囲

（㎜）
結果

1（面取り）

0.15 150 100 

90 効果なし

2（キャップ） 80 効果なし

3（クロス）  55 やや効果あり

4（網）  70 やや効果あり

5（針金）
0 

（飛散なし）
効果あり

6（鎖）
0 

（飛散なし）
効果あり

ドレン配管

クロス

ドレン配管

網

࢖ࢱࢽࣅ

ドレン配管

針金

࢚࣎ࣝ

ドレン配管

鎖

࢚࣎ࣝ
ࣜンࢢ≧
の針金

針金

ドレン配管

キャップ

クロス
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表 10 飛散防止対策の結果（吸排気弁口径 25×20 ㎜）

表 11 飛散防止対策の結果（吸排気弁口径 25 ㎜）

以上の実験結果から得られた傾向を①及び②に示す。

① 表 9～11 の実験より、防止策 1～４のドレン配管端部の加工では、いずれも管内面

を不規則に水が蛇行し、管端部から飛散する結果となった。

② 表 9～11 の実験より、吸排気弁の口径およびドレン配管の口径を問わず、防止策 5、

6 では、排水が針金または鎖に集まり沿ってスムーズに流れることが確認され、飛

散防止効果が最も高かった。

5. 考察

防止策
圧力

（MPa）
流量

（mL/min）
対策前の飛散

範囲（㎜）

飛散範囲

（㎜）
結果

1（面取り）

0.15 200 95 

80 効果なし

2（キャップ） 95 効果なし

3（クロス）  50 やや効果あり

4（網）  85 効果なし

5（針金）
0 

（飛散なし）
効果あり

6（鎖）
0 

（飛散なし）
効果あり

防止策
圧力

（MPa）
流量

（mL/min）
対策前の飛散

範囲（㎜）

飛散範囲

（㎜）
結果

1（面取り）

0.15 150 105 

105 効果なし

2（キャップ） 100 効果なし

3（クロス）  85 効果なし

4（網）  65 やや効果あり

5（針金）
0 

（飛散なし）
効果あり

6（鎖）
0 

（飛散なし）
効果あり

（b）鎖（吸排気弁口径 25×20 ㎜）（a）針金（吸排気弁口径 20 ㎜）

図 5 飛散防止効果
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表 10 飛散防止対策の結果（吸排気弁口径 25×20 ㎜）

表 11 飛散防止対策の結果（吸排気弁口径 25 ㎜）

以上の実験結果から得られた傾向を①及び②に示す。

① 表 9～11 の実験より、防止策 1～４のドレン配管端部の加工では、いずれも管内面

を不規則に水が蛇行し、管端部から飛散する結果となった。

② 表 9～11 の実験より、吸排気弁の口径およびドレン配管の口径を問わず、防止策 5、

6 では、排水が針金または鎖に集まり沿ってスムーズに流れることが確認され、飛

散防止効果が最も高かった。

5. 考察

防止策
圧力

（MPa）
流量

（mL/min）
対策前の飛散

範囲（㎜）

飛散範囲

（㎜）
結果

1（面取り）

0.15 200 95 

80 効果なし

2（キャップ） 95 効果なし

3（クロス）  50 やや効果あり

4（網）  85 効果なし

5（針金）
0 

（飛散なし）
効果あり

6（鎖）
0 

（飛散なし）
効果あり

防止策
圧力

（MPa）
流量

（mL/min）
対策前の飛散

範囲（㎜）

飛散範囲

（㎜）
結果

1（面取り）

0.15 150 105 

105 効果なし

2（キャップ） 100 効果なし

3（クロス）  85 効果なし

4（網）  65 やや効果あり

5（針金）
0 

（飛散なし）
効果あり

6（鎖）
0 

（飛散なし）
効果あり

（b）鎖（吸排気弁口径 25×20 ㎜）（a）針金（吸排気弁口径 20 ㎜）

図 5 飛散防止効果

NV16-S020-஦ᴗሗ࿌᭩01.indd   26 2019/06/24   16:46:06



 ● Vol.20  No.2  2019. 夏季号

●
き
ゅ
う
す
い
工
事

27

　以上の実験݁Ռから得られた܏向を①および
②に示す。
①�ද �ʙ 11の実験より、๷ࢭ策 1 ʙ４のドレ
ン配管୺部の加工では、いずれも管内面をෆ
規則に水がऄ行し、管୺部からඈࢄする݁Ռ
となった。

②�ද �ʙ 11の実験より、ٵഉ気หのܘޱおよ
びドレン配管のܘޱを໰わず、๷ࢭ策 5、6
では、ഉ水が਑ۚまたは࠯にूまりԊってス
ムーζにྲྀれることが確認され、ඈࢄ๷ࢭ効
Ռが最も高かった。

5࡯ߟ

͍ͯͭʹେഉ水ྔ࠷（1
みなどによࠐみטへの異෺の࠲ഉ気ห・หٵ　
るෆ具合で、ଟくを઎めるখۭ気孔からの࿙れ
に関して実験を行った݁Ռ、ഉ水ϗοパー内に
水が଺留することなくスムーζなഉ水が確認さ
れた。
　しかし、ٵഉ気หには、େ容量のٵഉ気を行
うためのେۭ気孔がඋわっており、ࠓ後、この
େۭ気孔からのൺֱ的ଟいഉ水についても検証
するඞ要があるとߟえる。

2）ഉ水ͷඈࢄʹ͍ͭͯ
　実験では、ഉ水量が一定量以下になると、ド
レン配管内面を水がෆ規則にऄ行し、立下り管

୺面にԊってඈࢄした。これは、水の表面ுྗ
とྲྀれམちる଎さの྆方にґଘしているものと
。えられるߟ

3）ඈࢄ๷ࡦࢭʹ͍ͭͯ
　本実験では、ද 8のඈࢄ๷ࢭ策 5、6 の਑ۚ
と࠯で高い効Ռが得られた。この効Ռは、水が
ドレン配管の立下り管に౸ୡする前に水の表面
ுྗをར用し、਑ۚおよび࠯へ水を導きԊって
規則正しくྲྀれることが実験により実証され
た。

·ͱΊ6

　த高層ݐ෺の給水配管システムでは、ٵഉ気
หのドレン配管からഉ水ϗοパーおよびഉ水管
の施工は一ൠ的にはਤ 1の設උとなっている。
　本研ڀは、これまでͤدられたٵഉ気หから
のഉ水について課題を見出し、実証実験により
最େഉ水量でのഉ水管へのྲྀれ方や、গ量ഉ
水でのඈࢄの確認と改ળ策をまとめたものであ
る。
　ඈࢄ๷ࢭについては、؆қ的な方法で水のඈ
。できるなどの成Ռが得られたࢭを๷ࢄ

ਤ 5　ඈࢄ๷ޮࢭՌ

（B）針ۚ（ٵഉؾหܘޱ 20ᶱ） （C）ٵ）࠯ഉؾหܘޱ 25ʷ20ᶱ）
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平成30年度　給水装置工事技術に関する調査研究助成事業報告

ମௐࠪ1࣏಺ࣗࠃ

1）ௐࠪํ๏
　国内自࣏体のઅ水、Ӎ水ར用、直݁増ѹ給水
方式への取組みをௐࠪするために、全国自࣏体
616 カ所の水道局を対৅に「અ水政策とՈఉに
おける水࢖用実ଶに関するアンέーτௐࠪ」を
実施した。ௐࠪ対৅自࣏体は、政令指定౎ࢢ、
த֩ࢢ、施行時特例ࢢの全て（計 104 、と（ࢢ
り約࢒ 500 ౎ࢢを๺ւ道、౦๺、๺཮、ट౎ݍ、
த部ݍـۙ、ݍ、த国、࢛国、۝भの 9地Ҭに
分け、各地Ҭの給水ਓޱのେ・த・খでほ΅ۉ
等になるよう選定した。ௐࠪ֓要をද 1に示す。
本ௐࠪは（公社）ۭ気ௐ和・Ӵ生工学会�給ഉ水
Ӵ生設උ委員会の「અ水ܕӴ生ث具ී及のあり
方提ݴখ委員会」が主体で実施し、અ水政策や

Ոఉにおける水࢖用量等もௐࠪしているが、ද
1に示すௐࠪ項目は、直݁増ѹ給水方式に関連
するものをൈਮしている。
　ճ౴があった自࣏体のうち、「Ոఉ用水内༁」
をௐࠪしている自࣏体等の数カ所を対৅に平成
31 年 1 月ʙ 3月に前ड़のখ委員会としてώアリ
ングௐࠪを実施し、σδタルメータ採用のඞ要
性について質໰した。具体的には、「機ց式の量
水ثを用いた場合、低ྲྀ量Ҭが計量できず、ແ
課ۚとなることがあるが、໰題ࢹしているか」
「σδタルメータ等の採用を検౼しているか」に
ついて質໰した。なお、ώアリングௐࠪにおい
ては、自࣏体名を開示してճ౴内容を公表する
ことに関して確認を行い、了ঝを得られた自࣏
体のみ本報ࠂॻに自࣏体名を記ࡌしている。

಺֎の௚݁૿ѹ給水ํ͓ࣜΑͼࠃ
σδλϧϝʔλ࠾༻ʹؔ͢Δௐࠪ

研究代表者　๛ఃՂಸࢠ（෱岡ঁࢠ大学）

　建物の給水設උの給水ํࣜは、水ಓ௚݁ํࣜとड水૧ํࣜに分けられ、֊਺のߴい建物ではड
水૧ํࣜが࠾用されてきた。しかし、近年、水૧での水࣭ྼ化のݒ೦から、֊਺のߴい建物でも
水૧を設ஔͤず水ಓ௚݁とできるよう、௚݁増ѹํࣜを࠾用する࣏ࣗମが増͑てきている。௚݁
増ѹํࣜとは、水ಓの配水管から給水管を分ذして建物にҾきࠐまれるҾࠐ管に増ѹポンプを設
け、��֊ఔ౓のத૚の建物にも対応できるようにしたものである。
　本研究では、ʢެࣾʣۭؾ調࿨・Ӵੜֶ޻ձにおいてච者がओ査を務めるʮ節水ܕӴੜ器具ීٴ
のありํఏݴখҕһձʯにてฏ੒��年݄̐にશࠃ໿���࣏ࣗମの水ಓہに配෍した、節水੓ࡦ
΍増ѹ௚݁給水ීٴଅ進にؔするΞンケーτ調査݁Ռղੳにより、ड水૧ํࣜとൺֱした௚݁増
ѹ給水ํࣜにؔするࠃ಺࣏ࣗମのීٴのํ͑ߟ΍ڐ容઀ଓޱ径・ڐ容֊਺等を੔ཧすることを目
的とする。
　また、೔本よりも節水੓ࡦが進んでいるถࠃ΍߽भでは、水使用量࡟減のதでऩӹを্͛るた
めに、Ոఉ用水ಓϝーλをデδλルࣜにऔり͑׵る動きがある。本研究では、ถࠃ・Φースτラ
ϦΞの動޲を調査するとともに、೔本でも同༷の໰୊が͑ߟられるため、ࠃ಺࣏ࣗମの水ಓϝー
λの動޲を調査し、ถࠃ・ΦースτラϦΞとのࠩҟを࡯ߟする。
　調査の݁Ռ、೔本では水૧の水のӴੜੑの໰୊から、த૚規模の建物においても௚݁増ѹ給水
ํࣜに੾りସ͑る動きが進んでおり、౎ࢢ規模が大きい΄Ͳ௚݁増ѹ給水ํࣜの導入཰がߴい可
能ੑがࣔされた。一ํで、節水ઌ進ࠃであるถࠃ΍ΦースτラϦΞでは、ແ՝ۚ水量を減らすた
めにి࣓ࣜϝーλに੾りସ͑る動きが進んでいることがわかった。

要　旨
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平成30年度　給水装置工事技術に関する調査研究助成事業報告

ද ମΞンέーτ調査の֓ཁ࣏ࣗ　1

ਤ 1　回౴࣏ࣗମのଐੑ

2）ճ౴࣏ࣗମͷଐੑ
　ճ౴自࣏体の属性をਤ 1に示す。地Ҭ別では
ट౎ݍ、த部ݍのൺ཰がやや高いが、全ての地
Ҭからճ౴を得られた。౎۠ࢢ分別では、政令
指定౎ࢢ、த֩ࢢ、施行時特例ࢢ以֎の自࣏体
からもճ౴を得られた。給水ਓޱは、1ສਓ以
上 50 ສਓະຬの自࣏体がଟかった。

3）�અ水ɾӍ水ར༻ɾ௚݁૿ѹڅ水ํࣜʹؔ͢
Δऔ૊Έ

෺をݐ体において、ू合ॅ୐や一ൠ࣏自و」　
対৅に、直݁増ѹ給水方式を導入されています
か」との設໰に対し、156 自࣏体த 79 自࣏体が
「導入している」とճ౴し、6割程度の自࣏体が
直݁増ѹ給水方式を導入していた。導入の有ແ
を౎ࢢ規模別に分ੳした݁Ռをਤ 2に示す。ճ
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౴があった政令指定౎ࢢはすべて「導入あり」、
த֩ࢢでは約 9割、施行時特例ࢢでは約 �割が
「導入あり」だった。また、給水ਓޱ別に分ੳし
た݁Ռをਤ 3に示す。ճ౴があった給水ਓޱ 50
ສਓ以上の౎ࢢはすべて「導入あり」、1ສਓ以
下の౎ࢢはすべて「導入なし」となっていた。
౎ࢢ規模がେきいほど、直݁増ѹ給水方式の導
入཰が高い可能性が示された。
　導入自࣏体にڐ容֊数と接ଓܘޱを質໰した
݁Ռをਤ 4ɺ5に示す。֊数は 10 ֊が 4 割と
最もଟく、15 ֊以上は 13� であった。直ྻଟ
ஈ式とすることで֊数制限をແくしている自࣏
体が 2౎ࢢあり、いずれも、いわΏる 3େ౎ࢢ

はܘޱ容接ଓڐ。であったࢢわれるେ౎ݴとݍ
75NNが最もଟく、次いで 50NNとなっていた。
100NNとのճ౴はগなく、75NN以下が主ྲྀと
体が直݁増ѹ給水方࣏えられる。また、6自ߟ
式のށ数制限を設けていると౴えた。そのށ数
は 300 程度、150ށ 程度がそれͧれށ 1自࣏体、
40 ʙ 50 程度がށ 4自࣏体であった。
　અ水、Ӎ水ར用、直݁増ѹ給水方式の各々につ
いて、「現在、ิॿ・ࢧԉ制度がある」「過ڈにิ
ॿ・ࢧԉ制度があった」「ܒ発・学習の取組みが
ある」「そのଞの取組みがある」「検౼தである」「取
組みはない」「そのଞ」から、当てはまるものを
選୒し、その内容をճ౴してもらった。
　݁Ռをਤ �に示す。ิॿ・ࢧԉ制度が最もଟ
いのはӍ水ར用（26�2�）であった。直݁増ѹ
給水方式に関しては、4自࣏体（2�4�）がิॿ・
ԉ制度を有しており、અ水に関してはほとΜࢧ
ど事例がແかった。一方、「ܒ発、学習の取組み」
は、અ水が最もଟく 20�6�、直݁増ѹ給水方式
は 12�3ˋとなり、Ӎ水ར用に関してはほとΜど
行われていなかった。

ਤ 2　౎市ن໛ผの௚݁૿ѹํࣜಋೖׂ合

ਤ 3　給水ਓޱผの௚݁૿ѹํࣜಋೖׂ合

ਤ 4　௚݁૿ѹ給水ํࣜのڐ༰֊਺

ਤ 5　௚݁૿ѹ給水ํࣜのڐ༰઀ଓܘޱ
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4）水ಓϝʔλʹؔ͢ΔώΞϦϯά݁Ռ
　平成 31 年 1 月ʙ 3月に౦ژ౎、ԣ඿ࢢ、ઍ༿
ӽ୩・দ෬水道企業団を、ࢢࢁদ、ࢢࢠถ、ݝ
対৅に๚໰または電࿩によるώアリングௐࠪを
実施し、採用している水道メータに関するௐࠪ
を行った。
　いずれの自࣏体もӋࠜं式の水道メータを採
用しているが、低ྲྀ量Ҭで検知できない水量は
ඍ量のための໰題ࢹされていなかった。水道
メータの仕様は +*4 規格に基ͮいており、国内
では低ྲྀ量Ҭのແ課ۚ水量について໰題は生じ
ていないことがわかった。

અ水ઌਐࠃௐࠪ2
1）ถࠃ
　અ水政策がਐΜでいるޒେބपลのイリϊイ
भ・ωイパービルࢢの取組みについてௐࠪした
݁Ռを以下にड़べる。
の水ध要は์置すれ͹๲େなものになބେޒ　

る。水Ґの低下やધӡߤ࿏をغଛするような事
ଶが想定される。そのため、カφダのभもרき
、み水配分について࿦૪となっていた。197�年ࠐ
19�0 年、1997 年のถ国連๜最高ࡋの判決で、各
भへのڐ容取水量の配分をカφダとの国際条約
とभ間協定のܗで行うことになった。
　イリϊイभの取水࿮は3200�GU3／͂（ຖඵ 90ὗ）
と決められ、同省がभ法に基ͮきར水主へ࿮を
配分に当たってはଟくの࠶、配分しているが࠶
条݅が付けられる。࿙水཰の཈制、各種のઅ水
措置が事前チΣοクされて認可されるが、த్
でकられていないとੋ正措置が求められる。こ
のようにして、ར水主（例え͹末୺のࢢ役所）
でのઅ水Ϟチベーシϣンが生まれる。イリϊイ
भでは取水量に઎めるແ課ۚ水量のൺ཰（࿙水
཰と表現）12�以下が取水のઈ対条݅である。
　ωイパービルࢢの現状の࿙水཰は 10�6ˋであ
り、イリϊイभ政府の条݅をクリアしているが、
ۙ年、ڐ可条݅が 10� 以下にڧ化される༧定
であるため、ωイパービルࢢも対策ڧ化に取り
組Μでいる。水道メータを従来の機ց式（ਤ 7）
から電࣓式（ਤ 8）に取りସえることで、低水
量でもײ知しແ課ۚ水量（࿙水཰）を減らす努
ྗをしている。取り組みだして 2年で電࣓式の
ී及཰は 10�となった。電࣓式はイニシϟルコ
スτが高いが、低水量を計ଌできることで増ऩ
となり、メータ更新౤資のϖイόοク年数は３
年以下である。
　ωイパービルࢢでは、ড়水後の水をシカΰࢢ
からങって給水するため、અ水すれ͹ߪ入୅ۚ
が減らすことができる。しかしൢച水量が減れ
͹ࢢのऩ入が減るため、水道料ۚを基本料ۚと
従量料ۚの２本立ての料ۚ体ܥとし、基本料ۚ
部分を஋上げすることでࢢのऩ入を確อしてい
る。これらの取組みの݁Ռ、ࢢのਓޱ増加（直
ۙの 5年間で 2�4ˋ増）にも関わらずࢢの水ফ費
量は年々減っている。

ਤ �　	અ水ɺӍ水ར༻ɺ௚݁૿ѹ給水ํࣜに関
するऔ組Έ
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2）ΦʔετϥϦΞ
　ੈքで最もઅ水政策がਐΜでいるΦースτ
ラリアについては、8&-4（XBUeS�e⒏DJeODZ�
MBCeMMJOH�TDIeNe に関する公的組৫）にώアリ
ングௐࠪを実施し、以下の情報を得た。
　Φースτラリアでは、த高層ݐ෺への給水は
高置水૧方式およびポンプ直ૹ方式の採用がଟ
く、水૧の水のӴ生性をݒ೦して直݁増ѹ給水
方式を採用するような動きはない。Ոఉの水道
メータについては、さま͟まな種ྨのものが採
用されており、標準的な仕様とݴえるものはな
い。そのதで、ถ国のような円൫ܕの機ց式水
道メータ（ਤ 7）を採用しているॅ୐もଟく、
電࣓式に切りସえて低ྲྀ量課ۚを๷͙動きも一
部で始まっている。

·ͱΊ3
　日本では水૧の水のӴ生性の໰題から、த層
規模のݐ෺においても直݁増ѹ給水方式に切り
ସえる動きがਐΜでおり、ଟくの自࣏体で切ସ
えをਪਐしていることがわかった。また、౎ࢢ
規模がେきいほど直݁増ѹ給水方式の導入཰が
高い可能性が示された。Ӵ生ث具のઅ水化やӍ
水ར用がਐむことで、受水૧・高置水૧の଺留
水の水質ྼ化がݒ೦されるため、ࠓ後も直݁増
ѹ給水方式の導入がਐむ可能性がある。
　Ոఉ用の水道メータについては、日本で採用
されているӋࠜं式の機ց式メータは低ྲྀ量Ҭ
のਫ਼度が高く、ແ課ۚの໰題はগない。一方で、
અ水ઌਐ国であるถ国やΦースτラリアでは、
ਫ਼度の低い円൫ܕの機ց式メータが採用されて
いる事例があり、ແ課ۚ水量を減らすために電
࣓式メータに切りସえる動きがਐΜでいること
がわかった。

ਤ 7　ถࠃの機ցࣜ水道ϝータ（ΠϦϊΠभωΠύービル市水道局ఏࢿڙྉ）

ਤ 8　ถࠃのి࣓ࣜ水道ϝータ（ΠϦϊΠभωΠύービル市水道局ఏࢿڙྉ）
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平成30年度　給水装置工事技術に関する調査研究助成事業報告

1ࠂใڀݚ

1）�ॠྔྲྀ࣌มԽʹରԠ͢ΔϙϯϓγεςϜͷ
Ԡ౴ੑΛ໌Β͔ʹ͢Δ

　ポンプメーカーにώアリングを行い、給水ポ
ンプの発ఀ時の挙動、直ૹポンプの並ྻӡస時
の挙動についてௐࠪした。特に並ྻӡసをする
場合の２୆目ى動時の過౉期における給水ѹྗ
低下に対する対策として、アΩϡムレータによ
るѹྗม動؇和対策が有効であること、その際
の有効容量ࢉ定方法についてώアリングを行っ
た。ポンプメーカーとしてはॠ時給水量のม動
についての情報がগないため、ϑラοシϡόル
ϒのॠ時ྲྀ量特性より、ϑラοシϡόルϒ同時
動数を想定してॠ時ྲྀ量のม動を想定し、対ى
策を講じている。

ఆࡦख๏ͷܭదઃ࠷౬εςϜڅ水څ（2
　動的ෛՙࢉ定法 l.48$zを用いることにより、

検౼する時間෯をมえて、それͧれの時間にお
ける最େྲྀ量をࢉ出することができ、システム
設計の選定ࠜڌとすることができる。例え͹、
以下の஋である。
・�５ඵ஋ɿϐーク時のॠ時ྲྀ量がඞ要となる、
直ૹポンプ能ྗや配管ܘ設定に用いる。

・１分஋ɿポンプの電ྗফ費量のࢉ出に用いる。
・�１時間஋、１日஋ɿ受水૧容量のࢉ出に用いる。

　従来方法によると、ॠ時ྲྀ量と一日࢖用量と
は別のࢉ定ϩδοクによりࢉ出するが、l.48$z
を用いると一連の計݁ࢉՌとしてそれͧれの数
஋がࢉ出できる。この数஋を用いることにより、
実ଶにଈした最適設計が可能となる。
　また、l.48$z の൚用性を向上さͤるために、
以下の改ળを行った。
　ۙ年のパιコン 04 やアプリέーシϣンは、
機能追加や性能向上、ෆ具合修正のためにසൟ
にόーδϣンアοプされるが、従来のࢉ定プϩ

給水給湯負荷計算法と
システム設計の最適化技術

研究代表者　ࡔຊ和඙（岡山理科大学）　
共同研究者　ଜ઒ࡾ࿠（広島大学）　　　

（広島大学大学院）޺　ాߴ

　近年、各種建築物で節水化が進んでいるが、現在の算定法では十分に対応できておらず、瞬時
流量が過大に設定されているケースが多い。共同研究者である村川らは、水使用行為をモデル化し、
モンテカルロ・シミュレーション手法を用いた動的負荷算定法 “MSWC”を開発しているが、実務
設計における運用にはまだ至っていない。
　本調査研究では、算定手法の汎用化を進めるとともに、負荷算定から得られる瞬時予測流量に
対応し、安定した給水給湯が可能な適正規模のポンプシステムの決定、および配管径決定ができる
給水給湯システム最適設計手法のシミュレーションプログラムの開発を目的としている。
　過大なポンプ選定によりエネルギー消費量が増大することがわかっており、この最適設計手法
を用いて、より実態に近い流量算定に基づく給水給湯システム設計を行うことにより、経済的で
省エネルギーなシステム構築ができ、環境負荷低減にも貢献できる。
　節水器具等を導入する際に、設計者がパソコンを用いて簡単なプログラム操作で、負荷算定か
ら管径決定、機器容量決定まで一連の流れで計算できることは、設計者の負担を軽減し、かつエ
ネルギー消費の少ない最適な給水給湯システムの設計に貢献できるものと期待している。

要　旨
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ਤ１　ॠؒ࣌ྔྲྀ࣌มಈͱϙンϓ能ྗͱの関܎

グラムでは、最新のアプリέーシϣンιϑτ
΢Σアにඇ対応であり、ࠓ後のόーδϣンアο
プをྀߟして、ઐ໳のプϩグラϚーの技術的協
ྗを得て、プϩグラムޠݴを含めたେ෯な改ળ
を行った。また、その過程のதで、ࢉ定プϩグ
ラムのૢ作方法、条݅入ྗը面、ࢉ定݁Ռの表
示ը面の検౼をਐめ、設計者が容қにૢ作でき
るࢉ定プϩグラムへと改ળを行った。

ख๏γϛϡϨʔܭదઃ࠷౬γεςϜڅ水څ�（3
γϣϯϓϩάϥϜͷ։ൃ

　2）で示したように、直ૹポンプ能ྗを決定
するにはॠ時最େྲྀ量を設定するඞ要があり、
l.48$z によりॠ時最େྲྀ量（例え͹５ඵ஋、
௒過確཰ 0�2ˋの஋）をࢉ出することができる。
しかし、設計者としてはॠ時最େྲྀ量஋だけで
はなく、その前後のॠ時ྲྀ量の挙動を知ること
ができれ͹、直ૹポンプ能ྗ選定のଥ当性や安
全཰のߟえ方、ѹྗม動に対するアΩϡムレー
タの容量設定やポンプの発ఀճ数༧ଌなど、一
連の給水システム最適設計の検౼基ૅσータと
することができる。
　そこで、ॠ時最େྲྀ量஋が出現する時間帯の
時間ม動（５ඵ஋）༧ଌを、プϩグラϚーの技
術的協ྗを得て、グラϑとして見える化できる
ようにした。このグラϑを参ߟに、ポンプ能ྗ
など給水システムの検౼がよりわかりやすくで
きるようになる。ॠ時ྲྀ量時間ม動とポンプ能
ྗ（ԣ線）との関܎をਤ 1に示す。

　この事例の場合、ॠ時最େྲྀ量に対しポンプ
２୆並ྻӡసで対応する場合、ポンプ１୆能ྗ
を 146-�NJO（全員在੮Ϟσルの１分஋、௒過
確཰ 0�2ˋ஋）とした場合、シϛϡレʕシϣン上、
このྲྀ量を௒過する最େॠ間ྲྀ量（5ඵ஋）は
122-�NJO、最େ௒過ܧଓ時間は 15 ඵ、その間
の௒過水量は 19�7- となる。これらの状況を౿
まえることにより、ポンプ能ྗ選定のଥ当性や
アΩϡムレータの容量設定等の判断ࠜڌとして
。用することが期଴できる׆

௨͠2ݟͷڀݚͷޙࠓ

1）l.48$z ϓϩάϥϜͷެ։
　l.48$z プϩグラムの最新04 対応とૢ作性
のେ෯向上を行い、現在、設උ設計者が容қに
ૢ作できる実用的なࢉ定プϩグラムとしての੔
උをਐめている。本年度の研ڀॿ成対৅である
１ɽ3）のॠ時ྲྀ量時間ม動グラϑはサϒプϩグ
ラムとして組みࠐむ༧定にしている。一連のࢉ
定プϩグラムは、年内に公開できるよう、プϩ
グラムの最ऴ修正、公開方法、ૢ作法の؆қ化
を検౼しているஈ֊である。
成Ռͷެදڀݚ（2
　一連の研ڀ成Ռは、国内֎の学会（日本ݐங
学会େ会、ۭ気ௐ和・Ӵ生工学会େ会等）で発
表するとともに、࿦จ౤ߘして関܎分໺に޿く
公表し、ଟくの研ڀ者・実務設計者からࢉ定法
のੋඇを໰うことをߟえている。
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1　໨త
　令和元年 10 月１日に改正水道法が施行され、指定給水装置工事事業者の５年更新制度が導入され
ます。それに伴って更新時に、選任される給水装置工事主任技術者（以下「主任技術者」という。）
に対して最新の技術や制度を習得するための研修への参加状況について水道事業者から確認が求めら
れます。
　平成 30 年 12 月４日、参議院厚生労働委員会の「水道法の一部を改正する法律案に対する附帯決議」
において、政府は、本法の施行に当たり、「主任技術者、配管工事に携わる者の技術・技能の維持・
向上を図るための研修の充実等を通じて指定工事事業者の質の向上を図ること」について適切な措置
を講ずるべきであることが示されました。
　こうした背景から、当財団では、令和元年７月からこれまで発行してきた給水装置工事主任技術者
証（以下「技術者証」という。）の有効期間を５年とするとともに、技術者証の更新に際して、主任
技術者に受講していただく研修（eラーニング研修、現地研修会）を実施することとしました。

मͷ಺༰ݚ　̎
　主任技術者に対する研修の内容については、平成 20 年 3 月 21 日付、厚生労働省健康局水道課長通
知により、次の事項が挙げられています。
（1）給水装置及び給水装置工事法に関する最新の技術情報
（2）給水装置の事故事例と技術対策
（3）給水装置の故障・異常の原因と修繕工事法
（4）給水装置工事主任技術者の職務と役割

　また、新たに始める eラーニング研修、現地研修会は、上記の水道課長通知の事項（下線により表示）
を基本に、さらに主任技術者として習得しておくことが望ましい項目を追加し、次のとおり研修内容
を充実することとしています。
（1）水道法
（2）給水装置工事主任技術者の職務と役割
（3）給水装置の構造及び材質
（4）給水装置の事故事例と対策
（5）給水装置工事における留意事項
（6）給水装置の維持管理（給水装置の故障・異常の原因と修繕工事を含む）
（7）給水装置及び給水装置工事法に関する最新の技術情報

給水૷ஔ工事ओ೚技術ऀূΛ࡮৽͠ɺ
৽ͨͳݚमΛ։࢝͠·͢ʂ
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͍ͯͭʹߦओ೚ٕज़ऀূͷൃࣄ޻水૷ஔڅ　̏
①研修会を修了した者に対して新しい技術者証を発行します。
②�新しい技術者証には、免状の情報が示されるほか、受講した研修名と修了年月日、技術者証の有効
期限、希望に応じて所属会社名が表示されます。
③主任技術者証の仕様は次のとおりとし、技術者証の作成手数料は従来どおり 3,000 円／枚とします。

ʲද 　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　̡ ཪʳ

ਤ１　৽たͳ給水装置工事主任技術者ূのΠϝーδ

財団ニュース①
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給水૷ஔ工事഑؅技ೳݕఆձΛݟ௚͠·͢ʂ
શࠃඪ४ݕఆͱϙリݕ؅ఆΛ౷߹ɺܦաાஔ΋ઃ͚·͢ʂ

̍　໨త
　現在、高密度ポリエチレン管（以下、「青ポリ管」）のうち、水道配水用ポリエチレン管は、平成 9
年 9月に日本水道協会規格が制定されて以来、軽量で柔軟性、耐震性などに優れている特性から、全
国で約 1,003 水道事業者（平成 30 年度末）が採用しています。それに伴い、青ポリ管の給水管を採用
する水道事業者が増えていることから、青ポリ管の工事に携わる技能者の育成が急務となっています。
　当財団は、水道法施行規則 36 条の２項で示された「適切に作業を行うことができる技能を有する者」
を養成するため、給水装置工事配管技能検定会を開催しています。同検定会では、実技課程に配水管
（ダクタイル鋳鉄管φ 75 ｍｍ）へのサドル付分水栓の取付け、手動式穿孔機による配水管の分岐穿孔
および給水管３管種（①ポリエチレン二層管、②硬質ポリ塩化ビニル管、③硬質塩化ビニルライニン
グ鋼管またはステンレス鋼鋼管）の切断・接合・組立に関する技能レベルを判定する「全国標準検定」
を開催しており、これとは別に、水道配水用ポリエチレン管（φ 75 ｍｍ）へのサドル付分水栓（鋳鉄製）
の取付け、手動式穿孔機による分岐穿孔および給水管の切断・電気融着接合に関する技能レベルを判
定する「ポリエチレン管検定」を開催し、青ポリ管の工事に携わる技能者の養成に努めてきました。
ただ、ポリエチレン管検定は全国標準検定の合格が前提となっており、二つの検定を別々に受検する
ことから受検料が高額（二つの検定会受検料合計は 69,000 円）となっており、しかも所要時間（２日
間）も長いなどの課題がありました。
　一方、配水用ポリエチレンパイプシステム協会（ＰＯＬＩＴＥＣ）は全国各地で施工講習会を開催
しており、平成 30 年度は 69 会場で 2,516 名が受講しました。青ポリ管メーカーによる講習会も開催
されています。しかし、これらの講習会は、民間団体・企業が独自に開催する講習会であることから、
水道事業者から公的機関による講習等の開催が求められていました。
　以上のことから、当財団では、ＰＯＬＩＴＥＣと連携してポリエチレン管検定コースを見直し、現
在の全国標準検定コースにポリエチレン管検定を統合し、受検料の低減化、受検に要する時間の短縮
化を図ることとしました。

ͼޮՌٴ௚͠ͷ಺༰ݟ　̎
　2020 年度（令和 2年度）から見直しされる検定会の内容は、現在の全国標準検定コースにおける実
技検定課程に、青ポリ管（φ 50 ｍｍ）の電気融着接合の施工技術を追加するとともに、サドル分水
栓取付け・分岐穿孔とメカニカル接合について模範実演（受検者は講師による解説を聞きながら実技
を見学）を行います。
　見直しにより２つの検定を一度に受検することが可能になったことで、受検料も配管技能者証（カー
ド）の発行費用を含めて 49,000 円と従来よりも安価になるほか、受検に要する時間も１日間に短縮さ
れます。

աાஔܦ　̏
　新たな全国標準検定合格者と同等の技能を有するとみなされる者に対しては、以下のとおり令和２
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年度から当面３年間の経過措置を設けて、配管技能者証（カード、有効期間５年）を有償（手数料 3,000
円）により発行します。この期間には、従来の全国標準検定も並行して開催します。
　具体的な経過措置の取扱いは以下のとおりです（ਤ 1を参照）。

　̖ɽ�ै དྷͷશࠃඪ४ݕఆʹ߹֨͞ΕɺϙϦΤνϨϯݕ؅ఆʹ߹֨͞Ε͍ͯͳ͍ํͰ10-*5&$ຢ͸
ϝʔΧʔͷߨशձΛड͍ͯ͠ߨΔ৔߹

　　�　「ポリエチレン管工事の実務経験」の判断基準（現時点では 1年以上の実務経験を有する旨の
証明を工事事業者が提出することを想定）をクリアした場合、新たな全国標準検定合格の資格と
同等とみなします。

　̗ɽ�ै དྷͷશࠃඪ४ݕఆʹ߹֨͞ΕɺϙϦΤνϨϯݕ؅ఆʹ߹֨͞Ε͍ͯͳ͍ํͰ10-*5&$ຢ͸
ϝʔΧʔͷߨशձΛड͍ͯ͠ߨͳ͍৔߹

　　�　来年度以降も開催されるＰＯＬＩＴＥＣ等の施工講習会を修了し、かつ、「ポリエチレン管工
事の実務経験」の判断基準（同上）をクリアした場合、新たな全国標準検定合格の資格と同等と
みなします。

　̘ɽ�ै དྷͷશࠃඪ४ݕఆʹ߹֨͞Ε͍ͯͳ͍ํͰ10-*5&$ຢ͸ϝʔΧʔͷߨशձΛड͍ͯ͠ߨΔ
৔߹

　　�　従来の全国標準検定に合格して配管技能者の資格取得後に、「ポリエチレン管工事の実務経験」
の判断基準（同上）をクリアした場合、新たな全国標準検定合格の資格と同等とみなします。

　̙ɽ�ै དྷͷશࠃඪ४ݕఆʹ߹֨͞Ε͍ͯͳ͍ํͰ10-*5&$ຢ͸ϝʔΧʔͷߨशձΛड͍ͯ͠ߨͳ
͍৔߹

　　�　従来の全国標準検定に合格して配管技能者の資格を取得後に、来年度以降も開催されるＰＯＬ
ＩＴＥＣ等の施工講習会を修了し、かつ、「ポリエチレン管工事の実務経験」の判断基準（同上）
をクリアした場合、新たな全国標準検定合格の資格と同等とみなしますが、新たな全国標準検定
の受検をお勧めします。

ਤ に͓ؒظաા置ܦ　1 る͚खଓ͖のྲྀΕ
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給水工事技術振興財団ダイアリー給水工事技術振興財団ダイアリー
（平成31年1月～令和元年6月）

1月18日（金） 第 21回財団運営懇談会	 財団会議室

2月　1日（金） 第 21回理事会	 財団会議室

2月　8日（金） 第 17回評議員会	 小田急ビル会議室

2月 14日（木） 給水装置工事配管技能検定会（秋田県）
秋田市上下水道局仁井田浄水場

〃 　　　　　　〃　　　　　　（福井県）	 福井市研修センター

2月 19日（火） 第 4回給水装置工事主任技術者の技術の維持・向上のための
講習会に関する検討会	 財団会議室

3月　9日（土） 給水装置工事配管技能検定会（神奈川県）
神奈川県管工事協同組合（海老名市）

〃 　　　　　　〃　　　　　　（熊本県）
熊本市上下水道局健軍水源地

3月 17日（日） 　　　　　　〃　　　　　　（奈良県）	 奈良県立高等技術専門学校

4月 18日（木） 第 50回機関誌編集委員会	 財団会議室

4月 22日（月） 平成 31年度調査研究課題選考委員会	 財団会議室

4月 24日（水） 給水装置工事配管技能検定会（北海道①）
札幌市水道局給配水技術研修所

4月 25日（木） 　　　　　　〃　　　　　　（北海道②）
札幌市水道局給配水技術研修所

5月　7日（火） 令和元年度給水装置工事主任技術者試験官報公示	

5月 15日（水） 第１回給水装置工事主任技術者試験委員会	 財団会議室

5月 20日（月） 令和元年度給水装置工事主任技術者試験受験申込案内・願書受付開始	

5月 22日（水） 第 13回監事会	 財団会議室

5月 30日（木） 第 22回理事会	 財団会議室

6月　5日（水） 第 1回給水装置工事技術指針改訂委員会	 財団会議室

6月 20日（木） 第 18回評議員会	 小田急ビル会議室

6月 28日（金） 令和元年度給水装置工事主任技術者試験願書受付終了
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後
記■平成30年12月に改正水道法が成立・公

布され、令和元年10月１日に施行されるこ
ととなりました。ご承知の通り、改正水道
法では指定給水装置工事事業者制度に
更新制が導入されますが、指定更新の申
請に合わせて、主任技術者の研修の受講状況、「適
切に作業を行うことができる技能を有する者」の配
置状況や保有している資格などの確認が求められま
す。そこで、当財団では、令和元年７月からこれまで
発行してきた給水装置工事主任技術者証を刷新し、
有効期間を５年とするとともに、技術者証の更新に
併せて、主任技術者のための研修（eラーニング研修、
現地研修会）を実施することとしました。さらに、技
能を有する者を育成するため、これまで実施してきた
給水装置工事配管技能検定会を見直し、全国標準
検定とポリ管検定を統合することとしました。これら
の取組みは財団ニュースに記載しましたので、是非
ご一読いただきますようお願い致します。

■さて、平成12年に本機関誌を創刊して
以来、編集委員会の委員長を務めて頂い
てきた東海大学の茂庭竹生名誉教授が

退任され、明治大学理工学部建築学科の坂上恭助
教授が新たな委員長に就任されました。坂上先生は
建築設備について多くの知見を有しておられます。委
員長就任に際して巻頭言を執筆頂きましたが、水道
施設と建築設備の結節点である貯水道水道につい
て、的確な議論を展開しておられます。当財団が改
訂を進めている給水装置工事技術指針においても、
建物内の給湯配管は、建築設備士または設備設計
一級建築士の下で、管工事施工管理技士が責任を
持って施工を行わなければなりませんが、実際の施
工に携わるのは主任技術者であることから、記述内
容の充実を図ることとしています。機関誌「きゅうす
い工事」についても、近年は水道事業に関する話題
を中心に取り上げてきましたが、坂上新委員長の下
で新たな展開に踏み出していければと考えています。
乞うご期待下さい。
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